
 
 
 
 
 
 

付  属  資  料  
 

 

 

１．ミニッツ（合同評価報告書）  

２．評価グリッド（和訳）  

３．活動実績一覧  

４．C/P アンケート調査結果  

５．水資源灌漑省質問表回答  

 
 
 
        

 49





51



52



53



54



55



56



57



58



59



60



61



62



63



64



65



66



67



68



69



70



71



72



73



74



75



76



77



78



79



80



81



82



83



84



85



86



87



88



89



90



91



92



93



94



95



96



97



98



99



100



101



102



103



104



105



106



107



108



109



110



111



112



113



114



115



116



117



118



119



120



121



122



123



124



125



126



127



128



129



130



131



132



133



134



135



136



137



138



 

評
価

グ
リ
ッ

ド
：エ

ジ
プ

ト
国

ナ
イ

ル
デ

ル
タ

水
管

理
改

善
計

画
 

終
了

時
評

価
調

査
 

評
価

設
問

 
5

項
目

 
そ

の
他

 
大

項
目

 
小

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

情
報

源
 

調
査

結
果

 

妥
当

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標

は
、

裨
益

者
（タ

ー
ゲ

ッ
ト
グ

ル
ー

プ
）の

ニ

ー
ズ

に
沿

っ
て

い
る

 

バ
ハ

ー
ル

ヌ
ー

ル
水

路
受

益
地

の
農

民
の

ニ
ー

ズ
 

・農
民

の
ニ

ー
ズ

 
・農

民
 

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

か
ら

、
農

家
は

改
善

灌
漑

施
設

、
水

管
理

、
連

続
通

水
、

公
平

な
水

配
分

及
び

W
U

A
の

活
動

に
つ

い
て

満
足

し
て

い
る

。
よ

っ
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
地

区
の

農
民

の
ニ

ー
ズ

と
合

致
し

て
い

る
。

 
農

業
に

対
す

る
新

た
な

ニ
ー

ズ
は

、
稲

作
期

の
排

水
シ

ス
テ

ム
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

、
高

付
加

価
値

作
物

の
導

入
と

技
術

改
善

、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
、

連
続

通
水

の
保

証
、

水
路

の
ラ

イ
ニ

ン
グ

、
灌

漑
施

設
の

管
理

セ
ン

タ
ー

の
建

設
等

で
あ

っ
た

。
 

 
か

ど
う
か

 
ナ

イ
ル

デ
ル

タ
地

域
全

体
の

農
民

の
ニ

ー
ズ

 
・関

係
者

の
意

見
 

・C
/P

 
ナ

イ
ル

デ
ル

タ
地

区
の

農
民

の
ニ

ー
ズ

は
以

下
の

通
り
。

 
1)
 水

管
理
計
画
と
参
加
型
管
理
 

2)
 新

た
な
農
業
技
術
の
導
入
 

3)
 高

付
加
価
値
か
つ
節
水
型
の
新
規
農
作
物
の
導
入
 

4)
 マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

 
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

目

指
す

効
果

は
、

エ
ジ

プ
ト
国

の
開

発
政

策

に
一

致
し

て
い

る
か

 

国
家

開
発

計
画

に
お

け
る

灌
漑

改
善

分
野

の
位

置
付

け
 

・政
策

面
で

の
位

置
付

け
 

・関
係

者
の

意
見

 

・「
第

5
次

社
会

・経

済
開

発
五

カ
年

計
画

」 
（2

00
2

年

～
20

07
年

） 
・国

家
水

資
源

計
画

第
5

次
社

会
・経

済
開

発
五

カ
年

計
画

に
お

け
る

農
業

と
灌

漑
分

野
の

重
要

な
方

針
は

、
適

切
な

水
配

分
と

新
規

灌
漑

シ
ス

テ

ム
に

よ
る

水
資

源
利

用
の

改
善

で
あ

る
（第

6
次

社
会

・経
済

開
発

五
カ

年
計

画
(案

)は
現

在
、

検
討

中
で

あ
る

が
、

水
資

源
利

用
の

改
善

は
引

き
続

き
主

要
課

題
で

あ
る

）。
水

資
源

灌
漑

省
が

策
定

し
た

国
家

水
資

源
計

画
に

は
、

水
資

源
の

適
切

な
開

発

の
た

め
の

公
・民

の
行

動
計

画
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
目

標
年

は
20

17
年

で
あ

り
、

灌
漑

改
善

や
水

管
理

組
織

の
強

化

に
係

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

よ
っ

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
は

エ
ジ

プ
ト
国

の
開

発
政

策
と

一
致

し
て

い
る

。
 

 
日

本
国

の
援

助
政

策

に
合

致
し

て
い

る
か

 
対

エ
ジ

プ
ト
国

援
助

方

針
と

の
整

合
性

は
あ

る

か
 

・我
が

国
の

エ
ジ

プ
ト
国

に
他

す
る

協
力

重
点

分
野

 

・対
エ

ジ
プ

ト
国

別

援
助

計
画

 
・J

IC
A

国
別

事
業

実

施
計

画
 

改
定

中
の

対
エ

ジ
プ

ト
国

別
援

助
計

画
に

よ
る

と
、

「持
続

的
な

成
長

と
雇

用
創

出
の

実
現

」、
「貧

困
削

減
と

生
活

水
準

の
向

上
」、

「地
域

安
定

の
促

進
」が

三
本

柱
と

な
っ

て
お

り
、

貧
困

削
減

と
生

活
水

準
の

向
上

に
「農

業
生

産
性

の
向

上
と

水
資

源
利

用
の

効
率

的
利

用
」が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
。

JIC
A

国
別

事
業

実
施

計
画

に
お

い
て

も
、

農
業

生
産

性
と

水
利

用
効

率
の

向
上

は
重

要
な

課
題

の
一

つ
に

挙
げ

ら
れ

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

目
的

は
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
エ

リ
ア

で
効

率
的

か
つ

効

果
的

に
IIP

事
業

を
実

施
す

る
た

め
の

改
善

手
法

が
実

証
さ

れ
る

こ
と

で
あ

り
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

日
本

国
の

援
助

政
策

に
合

致
し

て
い

る
。

 
日

本
国

の
技

術
の

比

較
優

位
性

は
あ

る
か

 
 

・
水

管
理

分
野

に

お
け

る
日

本
国

の
経

験
 

・他
ド

ナ
ー

、
エ

ジ

プ
ト

に
よ

る
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

比

較
 

・日
本

人
専

門
家

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専
門

家
 

日
本

国
に

は
参

加
型

水
管

理
の

豊
か

な
経

験
が

あ
り
、

そ
れ

ら
の

経
験

は
現

地
に

適
し

た
も

の
に

改
善

す
る

こ
と

に
よ

り
、

他
の

国
で

も
利

用
可

能
で

あ
る

。
こ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
し

て
は

、
 日

本
の

経
験

と
技

術
を

エ
ジ

プ
ト
国

の
経

験
や

事
情

の
合

わ

せ
、

エ
ジ

プ
ト
国

側
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
と

日
本

人
専

門
家

が
共

に
改

善
手

法
を

作
り
上

げ
た

。
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ア
プ

ロ
ー

チ
は

柔
軟

性
が

あ
り
、

適
切

で
あ

っ
た

と
言

え
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

ア
プ

ロ
ー

チ
は

手
段

と
し

て
妥

当
か

 

ア
プ

ロ
ー

チ
の

妥
当

性
 

 

・農
民

の
 

・関
係

者
の

意
見

 
・農

民
 

・C
/P

及
び

日
本

人

専
門

家
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

達
成

度
と

上
述

の
点

か
ら

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ア
プ

ロ
ー

チ
は

妥
当

で
あ

っ
た

。
 

 

 

 
よ

り
妥

当
と

考
え

ら
れ

る
ア

プ
ロ

ー
チ

は
存

在

し
な

か
っ

た
か

 

・関
係

者
の

意
見

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専
門

家
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

実
施

し
た

節
水

型
の

砂
糖

大
根

栽
培

等
の

農
業

技
術

の
様

に
、

農
家

に
直

接
裨

益
す

る
要

素
を

取
り
入

れ

た
方

が
良

か
っ

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

展
示

し
た

手
法

は
、

節
水

可
能

な
こ

と
が

証
明

さ
れ

た
が

、
本

結
果

の
普

及
方

法
に

つ
い

て
も

考
慮

す
べ

き
で

あ
る

。
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評
価

設
問

 
5

項
目

 
そ

の
他

 
大

項
目

 
小

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

情
報

源
 

結
果

 

有
効

性
 

成
果

の
達

成
度

 
 

達
成

度
表

の
通

り
 

・達
成

度
表

 
（本

グ
リ
ッ

ド
の

後
に

添
付

し
た

達
成

度
表

を
参

照
） 

 
1)

 農
家

が
改

善
手

法
を

支
持

す
る

 
 

・農
民

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
 

（本
グ

リ
ッ

ド
の

後
に

添
付

し
た

達
成

度
表

を
参

照
） 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
は

達
成

さ
れ

た
か

。
 

（最
大

限
の

農
民

参
加

に
基

づ
い

た
IIP

事
業

の
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

改
善

手
法

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
エ

リ
ア

内
で

実
証

さ
れ

る
） 

2)
 M

W
RI

 が
改

善
手

法
を

支
持

す
る

 
 

・M
W

RI
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

 
（本

グ
リ
ッ

ド
の

後
に

添
付

し
た

達
成

度
表

を
参

照
） 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
は

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
貢

献
し

て
い

る

か
。

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
十

分
で

あ
っ

た
か

ど
う

か
。

「ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
が

全
て

達
成

さ
れ

れ

ば
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

達
成

さ
れ

る
だ

ろ
う
」と

い
う
論

理
に

無
理

は
な

か
っ

た

か
。

 

・関
係

者
の

意
見

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専
門

家
 

論
理

的
に

、
成

果
が

達
成

さ
れ

る
こ

と
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
が

達
成

さ
れ

て
い

る
。

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
以

外
に

貢
献

し
た

要
因

は

あ
る

か
。

 
・関

係
者

の
意

見
 

・実
施

プ
ロ

セ
ス

の
情

報
 

・プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
報

告
書

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専
門

家
 

他
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
に

影
響

を
与

え
た

要
因

は
無

い
。

 

 
C/

P
の

移
動

・離
職

の
有

無
と

影
響

 
・離

職
率

、
離

職
理

由
、

C/
P

の
数

 
・関

係
者

の
意

見
 

・資
料

レ
ビ

ュ
ー

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専
門

家
 

延
長

期
間

に
C/

P
の

交
替

は
あ

っ
た

も
の

の
、

こ
れ

ら
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成
の

阻
害

に
は

な
ら

な
か

っ
た

。
  

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成
を

阻
害

し
た

要

因
は

あ
る

か
。

 

そ
の

他
の

影
響

は
あ

る
か

。
 

・関
係

者
の

意
見

 
・プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
報

告
書

・C
/P

及
び

日
本

人
専

門
家

 
灌

漑
施

設
建

設
の

遅
れ

が
、

W
U

A 
や

W
U

F
の

リ
ー

ダ
ー

研
修

の
遅

れ
に

繋
が

っ
た

。
そ

の
た

め
、

管
理

能
力

は
十

分
と

は
言

え
な

い
状

況

に
あ

る
。

  
 

評
価

設
問

 
5

項
目

 
そ

の
他

 
大

項
目

 
小

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

情
報

源
 

結
果

 

効
率

性
 

専
門

家
派

遣
人

数
。

専
門

分
野

・能
力

、
派

遣
時

期
・

期
間

は
適

切
か

。
 

・派
遣

実
績

 
・関

係
者

の
意

見
 

・プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
資

料
 

・C
/P

及
び

日
本

人
専

門
家

 

3名
の

長
期

専
門

家
と

2名
の

短
期

専
門

家
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
延

長
期

間
に

派
遣

さ
れ

た
。

投
入

は
適

切
に

行
わ

れ
た

。
 

供
与

機
材

の
種

類
、

量
、

設
置

時
期

は
適

切
か

。
 

・機
材

供
与

実
績

、
利

用

状
況

 
・関

係
者

の
意

見
 

・プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
資

料
 

・C
/P

及
び

日
本

人
専

門
家

 

20
05

年
3月

ま
で

に
、

必
要

機
材

は
ほ

ぼ
全

て
調

達
さ

れ
た

た
め

、
延

長
期

間
は

パ
ソ

コ
ン

3台
を

供
与

し
た

の
み

で

あ
っ

た
。

供
与

機
材

の
量

は
適

切
で

あ
っ

た
。

  
 

達
成

さ
れ

た
ア

ウ

ト
プ

ッ
ト
か

ら
み

て
、

投
入

の
質

・

量
・タ

イ
ミ
ン

グ
は

適
切

か
。

 

本
邦

研
修

員
受

け
入

れ

人
数

、
研

修
内

容
、

研
修

期
間

、
受

入
れ

時
期

は
適

当
か

。
 

・研
修

員
受

入
れ

実
績

 
・関

係
者

の
意

見
 

・研
修

員
受

入
れ

実
績

表
 

・C
/P

及
び

日
本

人
専

門
家

 

4
名

の
C/

P
が

研
修

に
参

加
し

た
。

研
修

内
容

は
適

切
で

あ
り
、

C/
P

の
能

力
向

上
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

活
動

の
活

性
化

に
つ

な
が

っ
た

。
何

人
か

の
C/

P
は

、
研

修
の

機
会

を
増

や
し

た
方

が
良

か
っ

た
と

答
え

て
い

る
。
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日
本

国
側

の
現

地
活

動

費
の

配
分

は
適

切
で

あ

っ
た

か
。

 

・現
地

活
動

費
実

績
 

・関
係

者
の

意
見

 
・現

地
活

動
費

実
績

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専

門
家

 

日
本

国
側

の
現

地
活

動
費

実
績

は
、

以
下

の
通

り
  

 
20

05
年

度
20

06
年

度
（計

画
） 

合
計

 
エ

ジ
プ

ト
ポ

ン
ド

 
32

2,0
51

 
32

8,5
40

 
65

0,5
91

 
（千

円
） 

6,3
71

 
6,7

43
 

13
,11

5 
車

の
燃

料
、

機
材

の
維

持
管

理
費

、
JIC

A
雇

用
職

員
の

給
与

等
、

現
地

活
動

費
は

有
効

的
に

利
用

さ
れ

た
。

  
 

 
C/

P
の

人
数

、
配

置
時

期
、

能
力

は
適

切
か

。
 

・C
/P

配
置

状
況

 
・関

係
者

の
意

見
 

・C
/P

配
置

実
績

表
 

・C
/P

及
び

日
本

人
専

門
家

 

C/
P

数
は

28
名

（1
0

名
は

フ
ル

タ
イ

ム
）で

、
能

力
共

に
適

切
な

配
置

が
さ

れ
た

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

途
中

で
C/

P
数

は

22
名

か
ら

28
名

に
増

加
し

た
。

5名
の

C/
P

は
定

年
の

た
め

交
替

に
な

っ
た

が
、

す
ぐ

に
代

わ
り
の

C/
P

が
配

置
さ

れ

た
。

  
 

 
建

物
・施

設
の

質
、

規
模

、

利
便

性
は

適
切

か
。

 
・建

物
、

施
設

の
現

状
 

・関
係

者
の

意
見

 
・
施

設
・
機

材
配

置
状

況
 

・C
/P

及
び

日
本

人
専

門
家

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

カ
イ

ロ
、

タ
ン

タ
、

カ
フ

ル
エ

ル
シ

ェ
イ

ク
、

ビ
ヤ

ラ
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
事

務
所

、
専

門
家

執
務

室
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
施

設
等

の
施

設
を

提
供

さ
れ

た
。

こ
れ

ら
の

施
設

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

適
切

に
利

用
さ

れ
た

。
 

 
エ

ジ
プ

ト
側

の
プ

ロ
ジ

ェ
 

ク
ト
予

算
は

適
切

な
規

模

か
。

 

・
相

手
側

コ
ス

ト
負

担
実

績
 

・関
係

者
の

意
見

 

・
コ

ス
ト

負
担

実
績

デ

ー
タ

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専

門
家

 

エ
ジ

プ
ト
国

側
は

、
車

輌
、

土
地

平
均

化
機

器
、

運
転

手
や

秘
書

へ
の

給
与

等
の

維
持

管
理

費
の

負
担

を
行

っ
た

。
灌

漑
施

設
の

建
設

費
に

つ
い

て
も

エ
ジ

プ
ト
国

側
が

負
担

し
た

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

燃
料

、
危

機
、

消
耗

品
に

係
る

コ
ス

ト
負

担
は

以
下

の
通

り
。

 
（エ

ジ
プ

ト
ポ

ン
ド

） 

 
20

04
年

度
 

20
05

年
度

 
20

06
年

度
 

（7
月

～
11

月
） 

合
計

 

エ
ジ

プ
ト
ポ

ン
ド

 
36

,41
6,2

85
 

67
,12

9,3
59

 
17

,11
0,7

15
 

12
0,6

56
,35

9 
. 注

：エ
ジ

プ
ト
国

の
会

計
年

度
（7

月
～

翌
年

6
月

） 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
地

区
で

の
灌

漑
施

設
建

設
費

は
、

以
下

の
通

り
。

 
灌

漑
施

設
建

設
費

（エ
ジ

プ
ト
ポ

ン
ド

） 
第

一
次

建
設

 
4,6

75
,00

0 
第

二
次

建
設

 
6,8

00
,00

0 
第

三
次

建
設

 
8,2

38
,00

0 
合

計
 

19
,71

3,0
00

 
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

は

適
切

で
あ

っ
た

か
。

 

JS
C

と
JS

CC
は

、
適

切
に

機
能

し
た

か
。

 
・関

係
者

の
意

見
 

・プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
進

捗
報

告
書

、
そ

の
他

の
資

料
 

・C
/P

及
び

日
本

人
専

門
家

 

JS
C

は
延

長
期

間
で

3
回

開
催

さ
れ

た
（7

年
間

を
通

じ
て

8
回

開
催

さ
れ

て
い

る
）。

JS
CC

は
4

回
開

催
さ

れ
た

（7
年

間
を

通
じ

て
5

回
開

催
さ

れ
て

い
る

）。
こ

れ
ら

の
会

議
は

情
報

共
有

、
問

題
解

決
や

決
定

判
断

す
る

上
で

適
切

に

機
能

し
た

。
  

 

 
 

そ
の

他
の

定
例

会
議

は
、

適
切

に
機

能
し

た
か

。
 

・関
係

者
の

意
見

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専

門
家

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・サ

イ
ト
・マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

C/
P

間
で

非
公

式
ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

が
度

々
開

か
れ

、
適

切
に

機
能

し
た

。
 

 
 

エ
ジ

プ
ト
国

側
の

オ
ー

ナ

ー
シ

ッ
プ

（当
事

者
意

識
）

は
高

い
か

。
 

・関
係

者
の

意
見

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専

門
家

 
エ

ジ
プ

ト
国

側
政

府
職

員
等

を
対

象
と

し
た

研
修

や
ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
開

催
し

、
改

善
手

法
の

普
及

の
必

要
性

を
認

識
し

た
。
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プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

を
促

し
た

要

因
は

あ
る

か
。

 

 
・関

係
者

の
意

見
 

・C
/P

及
び

日
本

人
専

門
家

 
1)

 C
/P

の
質

・数
と

も
に

適
し

て
い

た
こ

と
 

2)
 C

/P
と

専
門

家
の

良
好

な
関

係
が

築
か

れ
て

い
る

こ
と

 
3)

 農
民

及
び

W
U

F
の

協
力

的
な

態
度

 
4)

 日
本

に
お

け
る

水
管

理
研

修
 

 
C/

P
の

定
着

度
は

、
良

好

か
。

 
・

C/
P

の
当

初
の

配
置

と

現
状

と
の

比
較

 
・プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
報

告
書

、
そ

の
他

資
料

 
5

名
の

C/
P

の
変

更
が

あ
っ

た
。

但
し

、
そ

れ
ほ

ど
大

き
な

負
の

影
響

は
な

か
っ

た
。

 
  

 

効
率

性
を

阻
害

し

た
要

因
は

あ
る

か
。

 
 

そ
の

他
の

要
因

は
あ

る

か
。

 
・関

係
者

の
意

見
 

・C
/P

及
び

日
本

人
専

門
家

 
1)

 建
設

事
業

の
遅

延
 

2)
 農

民
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
反

対
運

動
 

3)
 ポ

ン
プ

の
不

適
切

な
維

持
管

理
 

 
評

価
設

問
 

5
項

目
 

そ
の

他
 

大
項

目
 

小
項

目
 

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
 

結
果

 

イ
ン

パ
ク

ト
 

20
17

年
ま

で
に

バ
ハ

ル
テ

ラ
の

あ
る

地
区

に
お

い
て

 
(1

) 
IIP

事
業

の
新

た
な

ア

プ
ロ

ー
チ

が
広

が
る

 

 
・

水
資

源
灌

漑
省

（M
W

RI
）に

よ
る

調

査
の

実
施

 

（本
グ

リ
ッ

ド
の

後
に

添
付

し
た

達
成

度
表

を
参

照
） 

 
(2

) 
農

業
の

生
産

性
に

関

す
る

指
標

が
向

上
す

る

 
・農

業
土

地
開

拓
省

（M
A

LR
）の

統
計

 
（本

グ
リ
ッ

ド
の

後
に

添
付

し
た

達
成

度
表

を
参

照
） 

 

上
位

目
標

「効
率

的
か

つ
効

果
 

的
に

IIP
事

業
を

実
施

す
る

た

め
の

改
善

手
法

が
ナ

イ
ル

デ

ル
タ

で
普

及
さ

れ
、

そ
れ

に
伴

っ
て

農
業

の
生

産
性

と
農

家
の

実
質

所
得

が
向

上
す

る
」が

達

成
さ

れ
る

見
込

み
は

あ
る

か
。

 
(3

) 
農

家
の

生
活

状
態

が

改
善

さ
れ

る
 

 
・M

W
RI

に
よ

る
調

査

の
実

施
 

（本
グ

リ
ッ

ド
の

後
に

添
付

し
た

達
成

度
表

を
参

照
） 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

5
年

以
内

に
 

(1
) 

灌
漑

効
率

が
増

加
す

る
。

 

 
・M

W
RI

に
よ

る
調

査

の
実

施
 

（本
グ

リ
ッ

ド
の

後
に

添
付

し
た

達
成

度
表

を
参

照
） 

 
(2

) 
公

平
な

水
配

分
が

改

善
さ

れ
る

。
 

 
・M

W
RI

に
よ

る
調

査

の
実

施
 

（本
グ

リ
ッ

ド
の

後
に

添
付

し
た

達
成

度
表

を
参

照
） 

 

中
間

目
標

「効
率

的
か

つ
効

果

的
に

IIP
事

業
を

実
施

す
る

た

め
の

改
善

手
法

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
エ

リ
ア

で
灌

漑
効

率
と

農
業

の
生

産
性

を
向

上
さ

せ
る

」
が

達
成

さ
れ

る
見

込
み

は
あ

る

か
。

 
(3

) 
単

位
面

積
当

た
り
の

農

業
生

産
性

の
指

標
が

増
加

す
る

。
 

 
・M

A
LR

の
統

計
と

M
W

RI
に

よ
る

調
査

の
実

施
 

（本
グ

リ
ッ

ド
の

後
に

添
付

し
た

達
成

度
表

を
参

照
） 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

実
証

さ
れ

た
改

善
手

法
が

、
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

計
画

に
取

り
入

れ
ら

れ
た

事
例

は
あ

る
か

。
 

 
・
関

係
者

か
ら

の
情

報
 

・C
/P

及
び

日
本

人
専

門
家

、
水

資
源

灌
漑

省
関

係
者

 

世
界

銀
行

の
III

M
P

事
業

に
以

下
の

改
善

要
素

が
取

り
入

ら
れ

る
予

定
。

 
1)

 W
U

A
と

W
U

F
を

早
期

に
立

ち
上

げ
る

  
2)

 灌
漑

施
設

を
設

計
す

る
前

に
、

現
場

調
査

を
行

う
。

 

3)
 建

設
を

始
め

る
前

に
農

民
に

対
す

る
説

明
を

行
う
。

 
K

fW
が

実
施

す
る

IIP
事

業
に

お
い

て
も

、
工

事
開

始
前

に
農

民
の

意
見

を
と

る
コ

ン
セ

プ
ト
が

取
り
入

れ
ら

れ
る

。
 

 

そ
の

他
の

正
負

の
イ

ン
パ

ク

ト
。

 
そ

の
他

の
正

負
の

波
及

効

果
や

イ
ン

パ
ク

ト
 

・
関

係
者

か
ら

の
情

報
 

・プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
資

料
 

・C
/P

及
び

日
本

人
専

家
 

 

灌
漑

施
設

の
改

善
、

W
U

A
と

W
U

F
の

設
立

と
そ

の
強

化
に

よ
る

水
管

理
改

善
、

デ
リ
バ

リ
ー

水
路

へ
の

連
続

通
水

の
実

施
に

よ
り
、

以
下

の
様

よ
う
な

様
々

な
効

果
や

イ
ン

パ
ク

ト
が

見
ら

れ
る

。
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1)

 メ
ス

カ
レ

ベ
ル

で
の

公
平

な
水

配
分

（メ
ス

カ
水

路
の

起
点

部
か

ら
末

端
部

ま
で

、
公

平
な

水
分

配
が

実
現

）と
デ

 
リ
バ

リ
ー

水
路

の
上

流
部

、
中

流
部

、
下

流
部

に
お

け
る

公
平

な
水

配
分

が
実

現
さ

れ
た

こ
と

。
 

2)
 特

に
、

適
切

な
水

量
が

得
ら

れ
、

タ
イ

ミ
ン

グ
の

良
い

灌
漑

が
可

能
と

な
り
、

水
が

確
実

に
得

ら
れ

る
と

い
う
信

頼
性

 
が

向
上

し
、

良
好

な
圃

場
水

管
理

が
可

能
と

な
っ

た
こ

と
。

 
3)

 W
U

A
と

W
U

Fの
機

能
に

つ
い

て
は

、
良

好
な

水
管

理
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

だ
け

で
な

く
、

問
題

解
決

に
も

貢
し

 
て

い
る

こ
と

。
 

4)
 圃

場
レ

ベ
ル

に
お

い
て

、
灌

漑
に

要
す

る
時

間
が

減
少

し
た

こ
と

。
 

5)
 灌

漑
に

要
す

る
コ

ス
ト
が

減
少

し
た

こ
と

。
 

6)
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区
の

一
部

で
収

量
が

増
加

し
た

。
特

に
デ

リ
バ

リ
ー

水
路

の
中

流
部

と
下

流
部

に
お

い
て

。
 

 
 こ

の
他

に
も

以
下

の
様

な
イ

ン
パ

ク
ト
が

見
ら

れ
る

。
 

7)
 公

平
な

水
配

分
が

実
現

し
、

ま
た

W
U

A
や

W
U

F
が

調
整

を
行

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
農

民
間

の
水

を
巡

る
争

い
 

や
不

平
が

減
っ

た
こ

と
。

 
8)

 農
民

間
、

農
民

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
間

、
農

民
と

デ
ィ

ス
ト
リ
ク

ト
・エ

ン
ジ

ニ
ア

1 間
の

良
好

な
協

力
関

係
が

形
 

成
さ

れ
た

こ
と

。
 

9)
 一

部
で

は
、

旧
メ

ス
カ

水
路

が
あ

っ
た

部
分

の
土

地
を

埋
め

戻
し

た
後

、
そ

の
部

分
を

農
道

と
し

て
利

用
す

る
こ

と
 

に
よ

っ
て

農
業

資
材

や
収

穫
物

の
運

搬
が

容
易

に
な

っ
た

こ
と

。
 

10
) 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
を

通
じ

て
農

協
と

の
良

好
な

協
力

関
係

を
築

い
て

い
る

こ
と

（農
協

か
ら

農
民

へ
の

農
業

技
術

 
の

移
転

と
い

っ
た

支
援

が
今

後
期

待
で

き
る

）。
 

11
) 

環
境

・ジ
ェ

ン
ダ

ー
に

係
る

啓
蒙

活
動

が
W

U
F

の
サ

ブ
委

員
会

2 に
よ

っ
て

実
施

さ
れ

た
こ

と
。

 
 

評
価

設
問

 
5

項
目

 
そ

の
他

 
大

項
目

 
小

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

情
報

源
 

結
果

 

自
立

発
展

性
 

（見
込

み
） 

国
家

開
発

計
画

や
そ

の
他

関
連

政
策

に
お

け
る

灌
漑

改
善

分
野

の
位

置
付

け
は

ど
う
か

。
 

・
国

家
開

発
政

策
、

そ
の

他
関

連
政

策
 

・国
家

開
発

政
策

、

そ
の

他
関

連
政

策
 

M
W

RI
の

重
要

な
政

策
の

中
に

水
改

善
シ

ス
テ

ム
の

改
良

に
よ

る
既

存
水

資
源

の
効

率
的

な
利

用
が

挙
げ

ら
れ

る
。

ま
た

、
水

資
源

の
統

合
的

な
管

理
を

目
的

と
し

て
III

M
P

が
20

06
年

よ
り

20
14

年
ま

で
の

予
定

で
開

始
さ

れ

た
。

更
に

、
エ

ジ
プ

ト
国

政
府

は
「水

資
源

灌
漑

省
の

組
織

改
革

の
た

め
の

展
望

と
戦

略
」を

ド
イ

ツ
国

（G
TZ

）及

び
オ

ラ
ン

ダ
国

の
協

力
の

下
、

策
定

し
て

い
る

。
同

指
針

と
方

針
の

中
に

は
、

参
加

型
、

地
方

分
権

化
、

効
率

的

な
水

利
用

等
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

指
針

を
実

現
さ

せ
る

た
め

に
、

現
在

、
法

制
度

の
整

備
が

行
わ

れ

て
い

る
。

 
 

エ
ジ

プ
ト
国

水
資

源
灌

漑
省

で
は

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

ど
の

様
に

認
識

さ
れ

て
い

る
か

。
改

善
手

法
を

他
の

地
域

へ
の

適
用

を
図

ろ

う
と

い
う
方

針
が

明
確

に
な

っ
て

い
る

か
ど

う
か

。
  

・関
係

者
の

意
見

・エ
ジ

プ
ト
国

水
資

源
灌

漑
省

幹
部

 
 

M
W

RI
の

IIS
局

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

改
善

手
法

の
利

点
及

び
便

益
を

理
解

し
て

い
る

。
IIS

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区

の
W

U
A

及
び

W
U

Fの
自

立
発

展
性

を
高

め
る

た
め

、
2年

間
の

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
を

作
成

し
た

。
こ

れ
ら

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
は

活
動

概
要

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
、

C/
P

職
員

の
配

置
が

記
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

内
容

に
つ

い
て

は
更

に
修

正
が

必
要

で
あ

る
。

但
し

、
本

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
の

提
出

は
、

エ
ジ

プ
ト
国

側
の

意
欲

を
示

し
て

い
る

。
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

1  デ
ィ

ス
ト
リ
ク

ト
・エ

ン
ジ

ニ
ア

： 
水

資
源

灌
漑

省
の

灌
漑

局
の

職
員

で
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区
を

含
む

ひ
と

ま
と

ま
り
の

灌
漑

区
域

の
灌

漑
用

水
供

給
を

管
轄

す
る

エ
ン

ジ
ニ

ア
。

 
2  こ

の
サ

ブ
委

員
会

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区
内

の
用

排
水

路
の

ゴ
ミ
収

集
を

女
性

の
参

加
に

よ
っ

て
実

施
し

よ
う
と

活
動

し
て

い
る

。
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本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

に
お

い
も

、
水

資

源
灌

漑
省

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
地

区
内

で
の

活
動

を
運

営
管

理
す

る
能

力
を

持
ち

続
け

る
か

ど
う
か

？
（プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
必

要
な

人
数

、
質

・技
術

レ
ベ

ル
の

人
員

が
配

置
さ

れ
る

か
）。

 

・
ス

タ
ッ

フ
の

配

置
、

定
着

状
況

 
・関

係
者

の
意

見

・水
資

源
灌

漑
省

 
上

述
し

た
通

り
、

IIS
局

は
2

年
間

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
を

策
定

し
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
に

は

W
U

A
や

W
U

Fの
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

活
動

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
、

職
員

の
配

置
が

記
載

さ
れ

て
い

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

C/
P

と
し

て
活

動
し

た
職

員
も

引
き

続
き

本
業

務
を

担
当

す
る

。
C/

P
は

高
い

能
力

と
貴

重
な

経
験

を
有

し
て

い
る

。
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

内
容

に
つ

い
て

は
、

再
検

討
す

る
必

要
は

あ
る

が
、

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
の

実
施

は

W
U

A
や

W
U

F
の

自
立

発
展

性
を

高
め

る
上

で
必

要
で

あ
る

。
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

実
証

さ
れ

た
改

善
手

法

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
エ

リ
ア

内
で

定
着

さ
せ

る

た
め

の
方

法
や

仕
組

み
（
人

員
配

置
、

役

割
・担

当
業

務
、

法
整

備
等

）が
明

確
に

な

っ
て

い
る

か
。

そ
の

体
制

が
整

っ
て

い
る

か
。

 

・関
係

者
の

意
見

・C
/P

及
び

日
本

人

専
門

家
 

上
記

記
載

 
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

実
証

さ
れ

た
改

善
手

法

が
、

ナ
イ

ル
デ

ル
タ

の
IIP

事
業

実
施

地
区

に
普

及
す

る
た

め
の

仕
組

み
・メ

カ
ニ

ズ
ム

が
、

整
っ

て
い

る
か

。
 

・関
係

者
の

意
見

・C
/P

及
び

日
本

人

専
門

家
 

上
記

記
載

 
  

 

事
業

を
継

続
す

る

だ
け

の
能

力
が

本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

関

わ
っ

て
い

る
水

資

源
灌

漑
省

に
備

わ

っ
て

い
る

か
。

 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
予

算
支

出
実

績

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区
に

対
す

る
予

算
支

出

計
画

（必
要

な
予

算
が

JIC
A

協
力

終
了

後

も
支

出
さ

れ
る

見
込

み
は

あ
る

か
）。

 

・水
資

源
灌

漑
省

の
予

算
支

出
デ

ー
タ

 
・関

係
者

の
意

見

・
予

算
支

出
デ

ー

タ
、

今
後

の
予

算

計
画

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専
門

家
 

エ
ジ

プ
ト
国

政
府

は
維

持
管

理
費

の
み

で
な

く
灌

漑
施

設
の

建
設

費
に

つ
い

て
も

負
担

し
た

。
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
に

示
さ

れ
る

主
な

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
活

動
は

W
U

A
や

W
U

F
を

対
象

と
す

る
研

修
活

動
で

あ
り
、

そ
の

た
め

の

予
算

は
M

W
RI

が
確

保
す

る
予

定
で

あ
る

。
 

 
W

U
F及

び
W

U
A

の
能

力
 

W
U

F
及

び
W

U
A

は
、

今
後

も
水

管
理

に

必
要

な
財

源
を

確
保

す
る

見
通

し
は

あ
る

か
。

 

・W
U

F
及

び
 

W
U

A
の

水
利

 
費

徴
収

状
況

と
 

今
後

の
見

通
し

 

・W
U

F
及

び
 

W
U

A
の

水
利

費

徴
収

実
績

 
・W

U
F

及
び

 
W

U
A

の
関

係
者

の
意

見
 

灌
漑

施
設

を
改

善
し

た
全

て
の

W
U

A
に

お
い

て
、

メ
ス

カ
レ

ベ
ル

の
灌

漑
施

設
の

運
転

管
理

に
関

す
る

費
用

を

農
民

か
ら

徴
収

し
て

い
る

。
ポ

ン
プ

更
新

費
を

徴
収

し
て

い
る

水
利

組
織

は
全

体
の

67
％

で
あ

る
。

一
方

、
ポ

ン

プ
更

新
費

を
誰

が
支

払
う
べ

き
か

（土
地

所
有

者
か

耕
作

者
か

）未
だ

に
整

理
が

さ
れ

て
い

な
い

。
ア

ク
シ

ョ
ン

プ

ラ
ン

の
実

施
に

よ
り
、

引
き

続
き

W
U

A
が

ポ
ン

プ
更

新
費

を
徴

収
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

W
U

F
に

つ
い

て

は
、

法
制

度
が

整
備

さ
れ

て
お

ら
ず

、
徴

集
が

で
き

な
い

状
況

に
あ

る
。

こ
の

た
め

、
W

U
F

が
活

動
費

を
徴

収
で

き
る

様
に

な
る

為
に

、
早

期
の

法
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

 
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区
内

の
W

U
F及

び
W

U
A

は
、

自
立

的
に

水
管

理
を

行
う
能

力
を

有
し

て
い

る
か

。
 

・関
係

者
の

意
見

・
農

民
の

意
見

、

C/
P

及
び

日
本

人

専
門

家
 

W
U

A
や

W
U

F
の

水
管

理
の

能
力

向
上

を
目

的
と

し
て

、
W

U
A

や
W

U
F

に
対

し
水

管
理

、
組

織
運

営
、

施
設

維
持

管
理

に
つ

い
て

研
修

が
実

施
さ

れ
た

。
W

U
A

は
良

く
機

能
し

て
い

る
が

、
C/

P
の

中
に

は
更

な
る

能
力

強

化
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
者

も
い

た
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
っ

て
実

証
さ

れ
た

改
善

技
術

と
ニ

ー
ズ

に
ギ

ャ
ッ

プ
は

無
か

っ
た

か
。

 

・関
係

者
の

意
見

・農
民

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専
門

家
 

無
し

 
 

移
転

さ
れ

た
技

術

は
定

着
し

て
い

く

か
。

 
 

C/
P

は
、

施
工

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

活
用

す

る
能

力
を

十
分

身
に

付
け

た
か

。
 

ま
た

、

他
の

技
術

者
等

に
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
内

容
を

指
導

す
る

能
力

は
あ

る
か

。
 

・関
係

者
の

意
見

・C
/P

及
び

日
本

人

専
門

家
 

C/
P

は
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

活
用

す
る

能
力

を
身

に
付

け
て

い
る

。
彼

ら
の

能
力

及
び

ア
ラ

ビ
ア

語
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

利
用

し
、

研
修

を
行

う
こ

と
も

で
き

る
。
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C/

P
は

、
デ

リ
バ

リ
ー

水
路

と
メ

ス
カ

水
路

で

の
水

管
理

に
つ

い
て

、
W

U
F

及
び

W
U

A
代

表
者

に
対

し
て

訓
練

を
実

施
す

る
能

力

を
身

に
付

け
た

か
。

 

・関
係

者
の

意
見

・C
/P

及
び

日
本

人

専
門

家
 

 
C/

P
は

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

実
証

し
た

改
善

手
法

を
、

活
用

・普
及

す
る

能
力

を
有

し
て

い
る

か
ど

う
か

。
 

・関
係

者
の

意
見

・C
/P

及
び

日
本

人

専
門

家
 

C/
P

は
農

民
参

加
、

W
U

A
や

W
U

F
の

設
立

、
各

種
訓

練
の

実
施

に
必

要
な

能
力

を
身

に
付

け
て

い
る

。
一

方

で
、

改
善

手
法

を
他

の
地

域
に

普
及

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

が
、

C/
P

が
指

摘
す

る
様

に
、

こ
れ

ら
の

技
術

は

O
JT

に
よ

っ
て

身
に

付
く
も

の
で

あ
り
、

現
時

点
で

、
普

及
の

た
め

の
人

材
は

限
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

本
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
地

区
は

小
規

模
で

あ
る

た
め

、
他

の
事

業
に

適
応

す
る

こ
と

は
難

し
い

か
も

し
れ

な
い

。
 ま

た
、

水
利

用
率

改

善
に

係
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

は
、

近
年

III
M

P
の

様
に

排
水

、
表

流
水

、
環

境
問

題
等

を
含

む
統

合
的

な
取

り
組

み

が
行

わ
れ

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
改

善
手

法
に

つ
い

て
も

、
統

合
的

事
業

で
活

用
可

能
と

な
る

様
に

工
夫

し
て

い

く
必

要
が

あ
る

。
更

に
、

メ
ス

カ
レ

ベ
ル

だ
け

で
な

く
支

線
水

路
、

幹
線

用
水

路
と

い
っ

た
レ

ベ
ル

で
の

水
利

用
効

率
の

向
上

も
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

。
今

後
は

、
C/

P
が

改
善

手
法

を
更

に
改

良
し

、
ま

た
、

普
及

す
る

能
力

を
身

に
付

け
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
 

 

 

供
与

機
材

の
維

持
管

理
は

適
切

に
行

わ
れ

る
見

通
し

が
あ

る
か

。
 

・関
係

者
の

意
見

・C
/P

及
び

日
本

人

専
門

家
 

供
与

機
材

の
維

持
管

理
は

適
切

に
行

わ
れ

て
お

り
、

今
後

も
適

切
に

行
う
こ

と
が

可
能

で
あ

る
。

但
し

、
一

部
の

機

材
に

つ
い

て
は

、
一

部
の

人
間

の
み

が
使

用
方

法
を

理
解

す
る

に
留

ま
っ

て
お

り
、

外
部

機
関

を
利

用
す

る
等

し

て
、

使
用

可
能

人
材

を
増

や
す

必
要

が
あ

る
。
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実
施

プ
ロ

セ
ス

の
検

証
 

評
価

設
問

 
 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
 

結
果

 

実
 

施
 

活
動

は
計

画
通

り
に

実
施

さ
れ

た

か
。

 
進

捗
に

問
題

は
無

い
か

。
あ

る
場

合
、

そ

れ
は

何
か

。
 

・プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
進

捗
報

告
書

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専
門

家
 

上
流

部
の

2/
3

の
同

意
取

得
が

必
要

で
あ

っ
た

た
め

、
活

動
の

進
捗

は
遅

れ
た

。
 

プ ロ セ
 

技
術

移
転

の
方

法
に

問
題

は
な

か

っ
た

か
。

 
あ

る
場

合
、

ど
の

分
野

に
お

け
る

ど
の

様

な
技

術
移

転
方

法
に

問
題

が
あ

っ
た

か
。

そ
の

解
決

方
法

は
あ

る
か

。
 

・プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
進

捗
報

告
書

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専
門

家
 

技
術

移
転

方
法

は
適

切
で

あ
っ

た
。

O
JT

を
通

じ
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
ス

タ
ッ

フ
は

良
い

経
験

を
得

た
。

  

ス
 

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
の

仕
組

み
が

構
築

さ
れ

て

い
る

か
。

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専
門

家
 

JS
C

と
JS

CC
は

情
報

共
有

、
課

題
検

討
、

意
思

決
定

の
面

で
適

切
に

機
能

し
た

。
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
、

円
滑

に
行

わ
れ

て
い

る
か

。
 

・C
/P

及
び

日
本

人
専

門
家

 
日

本
人

専
門

家
と

C/
P

間
で

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
十

分
に

取
ら

れ
て

い
た

。
ま

た
、

IIS
局

の
職

員
や

他
の

局

の
職

員
と

も
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
円

滑
に

行
わ

れ
て

い
た

。
  

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
体

制

に
問

題
は

無
か

っ
た

か
。

 

JIC
A

本
部

、
JIC

A
エ

ジ
プ

ト
事

務
所

と

の
連

絡
・協

力
が

円
滑

に
実

施
さ

れ
た

か
。

 

・日
本

人
専

門
家

 
日

本
人

専
門

家
は

JIC
A

エ
ジ

プ
ト
事

務
所

と
毎

週
打

合
せ

を
行

い
、

連
絡

・報
告

が
定

期
的

に
行

わ
れ

た
。

ま

た
、

日
本

人
専

門
家

は
電

子
メ

ー
ル

を
通

じ
て

も
、

JIC
A

事
務

所
と

連
絡

を
頻

繁
に

取
っ

て
い

る
。

 

 
適

切
な

C/
P

が
配

置
さ

れ
た

か
。

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専
門

家
 

28
名

の
C/

P
が

配
置

さ
れ

て
い

る
（1

0名
は

フ
ル

タ
イ

ム
）。

C/
P

の
人

数
は

22
名

か
ら

28
名

に
増

え
た

。
5名

の
C/

Pの
交

代
が

あ
っ

た
も

の
の

、
後

任
者

の
早

期
配

置
が

行
わ

れ
た

。
こ

の
た

め
、

C/
Pの

配
置

は
適

切
に

行

わ
れ

た
。

  
 

実
施

機
関

や
C/

Pの
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

か
。

 
 

・水
資

源
灌

漑
省

幹
部

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専
門

家
 

副
大

臣
を

始
め

と
す

る
M

W
RI

の
上

層
部

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
が

高
く
、

改
善

手
法

に
対

す
る

評
価

も
高

い
。

  
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
や

関
係

組
織

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
参

加
度

合
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
認

識
は

高

い
か

。
 

 
・農

民
組

織
、

関
連

組
織

、
C/

P
及

び

日
本

人
専

門
家

 
改

善
施

設
の

建
設

に
つ

い
て

2/
3以

上
の

農
民

か
ら

同
意

を
得

て
、

66
 メ

ス
カ

に
お

い
て

W
U

A
が

設
立

さ
れ

た
。

同
意

の
78

％
は

地
主

で
、

82
％

は
耕

作
者

で
あ

る
。

  

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

過
程

で
生

じ
て

い
る

問
題

や
、

効
果

発
現

に
影

響
を

与
え

た
要

因
は

何
か

。
 

 
・C

/P
及

び
日

本
人

専
門

家
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
ス

タ
ッ

フ
は

、
上

流
部

の
農

家
か

ら
同

意
を

得
る

こ
と

が
難

し
か

っ
た

。
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達
成

度
表

 
（上

位
目

標
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

達
成

度
） 

 

項
目

 
 

主
項

目
 

サ
ブ

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

（指
標

） 
情

報
源

 
活

動
 

達
成

度
 

20
17

年
ま

で
に

バ
ハ

ル

テ
ラ

の
あ

る
地

区
に

お
い

て
 

(1
) 

IIP
事

業
の

新
た

な
ア

プ
ロ

ー
チ

が
広

が
る

 

M
W

RI
統

計
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区
の

周
辺

部
に

住
む

農
民

は
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

改
善

手
法

を
用

い
た

灌
漑

改
善

事
業

の
実

施
を

M
W

RI
に

要
望

し
て

い
る

。
（本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

、
バ

ハ
ル

テ
ラ

地
区

内
に

位
置

す
る

）。
但

し
、

現
時

点
で

は
、

エ
ジ

プ
ト
国

側
に

は
ハ

バ
ル

テ
ラ

地
区

内

で
灌

漑
改

善
事

業
を

実
施

す
る

計
画

を
持

っ
て

い
な

い
。

従
っ

て
、

「2
01

7
年

ま
で

に
バ

ハ
ル

テ
ラ

の
あ

る
地

区
に

お
い

て
、

IIP
事

業
の

新
た

な
ア

プ
ロ

ー
チ

が
広

が
る

」と
い

う
指

標
を

達
成

す
る

か
ど

う
か

見
通

す
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

一
方

、
M

W
RI

は
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
改

善
手

法
の

有
用

性
を

理
解

し
て

お
り
、

今
年

始
ま

っ
た

世
銀

融
資

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
（I

IIM
P）

に
下

記
の

改
善

手
法

を
適

用
さ

せ
る

考
え

を
持

っ
て

い
る

。
 

1)
 早

い
段

階
で

の
W

U
A

と
W

U
F

の
設

立
。

 
2)

 灌
漑

施
設

設
計

前
に

農
民

と
共

に
フ

ィ
ー

ル
ド

調
査

を
実

施
す

る
こ

と
。

 
3)

 工
事

開
始

前
に

施
設

の
設

計
に

つ
い

て
農

民
に

説
明

す
る

こ
と

。
 

III
M

P
は

灌
漑

の
改

善
だ

け
で

な
く
排

水
、

地
下

水
、

環
境

面
の

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
も

含
む

総
合

的
な

事
業

で
あ

る
が

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

成
果

は
、

灌
漑

の
改

善
に

お
い

て
は

貢
献

が
可

能
で

あ
る

。
 

 
(2

) 
農

業
の

生
産

性
に

関

す
る

指
標

が
向

上
す

る
 

M
A

LR
統

計
 

適
切

な
水

管
理

と
公

平
な

水
配

分
を

継
続

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
作

物
収

量
の

増
加

が
期

待
で

き
る

。
収

量
増

加
を

正
確

に
測

る
た

め
に

は
、

改
善

手
法

の
普

及
が

行
わ

れ
た

地
区

に
お

い
て

、
定

期
的

に
収

量
調

査
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

な
お

、
農

業
の

生
産

性
に

関

し
て

は
、

収
量

増
加

だ
け

で
な

く
、

灌
漑

に
要

し
た

時
間

の
減

少
や

労
働

時
間

の
低

減
も

考
慮

に
入

れ
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

 
（効

率
的

か
つ

効
果

的
に

IIP
事

業
を

実
施

す
る

た
め

の
改

善
手

法
が

ナ
イ

ル

デ
ル

タ
で

普
及

さ
れ

、
そ

れ
に

伴
っ

て

農
業

の
生

産
性

と
農

家
の

実
質

所
得

が

向
上

す
る

。
） 

(3
) 

農
家

の
生

活
状

態
が

改
善

さ
れ

る
 

M
W

RI
調

査
 

こ
の

指
標

の
定

義
は

、
余

り
明

確
で

は
な

く
、

こ
の

指
標

に
つ

い
て

評
価

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
ま

た
、

上
位

目
標

自
体

に
「農

業
の

生
産

性
と

農
家

の
実

質
所

得
が

向
上

す
る

」と
い

う
言

葉
が

入
っ

て
い

る
の

で
、

そ
の

点
か

ら
考

え
て

も
、

こ
の

指
標

を
改

定
し

た
ほ

う
が

良

い
で

あ
ろ

う
。

例
え

ば
、

「農
業

か
ら

得
ら

れ
た

農
家

の
実

質
所

得
」と

い
っ

た
指

標
が

考
え

ら
れ

る
。

こ
の

場
合

、
新

指
標

に
関

す
る

定
期

的
調

査
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

既
述

の
通

り
、

現
在

エ
ジ

プ
ト
国

側
に

は
ハ

バ
ル

テ
ラ

地
区

内
で

灌
漑

改
善

事
業

を
実

施
す

る

計
画

が
な

い
こ

と
か

ら
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

改
善

手
法

が
ハ

バ
ル

テ
ラ

地
区

内
に

普
及

さ
れ

、
そ

れ
に

よ
る

農
業

の
生

産
性

の
向

上
や

農

家
の

生
活

状
態

が
改

善
さ

れ
る

可
能

性
は

低
い

。
 

上
位

目
標

の
指

標
の

改
訂

の
提

案
 

 
上

位
目

標
の

指
標

に
は

、
「ハ

バ
ル

テ
ラ

地
区

内
」と

い
う
言

葉
が

入
っ

て
い

る
が

、
現

時
点

で
は

、
ハ

バ
ル

テ
ラ

地
区

内
で

改
善

手
法

が
普

及
す

る
こ

と
を

展
望

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
「ハ

バ
ル

テ
ラ

地
区

内
」と

い
う
言

葉
を

削
除

し
、

以
下

の
様

な
指

標
に

改
訂

す
る

こ
と

を
提

案
す

る
。

 

1)
 2

01
7

年
ま

で
に

ナ
イ

ル
デ

ル
タ

地
域

の
あ

る
地

区
に

お
い

て
、

IIP
事

業
の

新
た

な
ア

プ
ロ

ー
チ

が
広

が
る

。
 

2)
 2

01
7

年
ま

で
に

ナ
イ

ル
デ

ル
タ

地
域

の
あ

る
地

区
に

お
い

て
、

農
業

の
生

産
性

に
関

す
る

指
標

が
向

上
す

る
。

 
3)

 2
01

7
年

ま
で

に
ナ

イ
ル

デ
ル

タ
地

域
の

あ
る

地
区

に
お

い
て

、
農

家
の

実
質

所
得

が
向

上
す

る
。
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項
目

 
 

主
項

目
 

サ
ブ

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

（指
標

） 
情

報
源

 
活

動
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

5年
以

内
に

 
(1

) 
灌

漑
効

率
が

増
加

す

る
 

M
W

RI
統

計
 

(1
) 

灌
漑

効
率

 
灌

漑
効

率
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
前

に
比

べ
て

ど
の

様
に

改
善

し
た

か
を

実
際

に
計

測
す

る
こ

と
は

困
難

で
は

あ
る

も
の

の
、

灌
漑

施

設
の

改
善

に
伴

っ
て

灌
漑

効
率

が
改

善
し

た
と

判
断

す
る

こ
と

は
妥

当
で

あ
ろ

う
。

新
し

い
灌

漑
施

設
の

導
入

に
よ

っ
て

、
灌

漑
効

率
の

向
上

を
実

際
に

も
た

ら
し

て
い

る
と

見
ら

れ
る

も
の

の
、

将
来

、
こ

の
指

標
を

評
価

す
る

こ
と

は
、

技
術

的
に

困
難

で
あ

る
。

 
こ

れ
に

関
連

し
て

指
摘

で
き

る
の

は
、

灌
漑

施
設

の
改

善
に

よ
っ

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
の

前
後

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区
全

体
の

用
水

総
使

用
量

が
減

っ
た

か
ど

う
か

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
こ

と
で

あ
る

。
エ

ジ
プ

ト
国

で
は

、
限

ら
れ

た
水

資
源

の
有

効
利

用
を

図
る

と
い

う

大
き

な
命

題
が

あ
り
、

そ
の

た
め

に
は

用
水

総
使

用
量

を
減

少
さ

せ
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
地

区

全
体

の
用

水
総

水
量

が
減

少
し

た
か

ど
う
か

明
ら

か
に

す
る

必
要

が
あ

り
、

灌
漑

用
水

の
総

使
用

量
を

把
握

す
る

た
め

の
対

処
を

行
う
必

要
が

あ
る

。
 

(2
) 

シ
ュ

ガ
ー

ビ
ー

ト
栽

培
の

新
技

術
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

 
シ

ュ
ガ

ー
ビ

ー
ト
栽

培
の

新
技

術
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

が
、

灌
漑

用
水

量
の

減
少

を
目

的
と

し
て

20
05

/2
00

6の
冬

作
で

実
施

さ

れ
た

。
こ

の
デ

モ
ン

ス
ト
レ

ー
シ

ョ
ン

で
は

、
畝

幅
を

変
え

る
こ

と
に

よ
り
、

収
量

増
加

と
共

に
、

用
水

量
の

低
減

を
同

時
に

実
現

で
き

る
こ

と
の

可
能

性
が

示
さ

れ
た

。
そ

し
て

、
こ

の
デ

モ
ン

ス
ト
レ

ー
シ

ョ
ン

の
成

果
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区
内

の
農

民
が

参
加

し
た

集
会

で
報

告
さ

れ
た

。
 

 
(2

) 
公

平
に

水
配

分
が

改

善
さ

れ
る

 
M

W
RI

調
査

 
20

06
年

に
実

施
さ

れ
た

農
家

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

よ
る

と
、

90
％

の
農

民
が

、
こ

の
夏

の
メ

ス
カ

レ
ベ

ル
の

水
配

分
は

、
灌

漑
施

設
が

改

善
さ

れ
る

前
と

比
べ

て
公

平
に

な
っ

た
と

感
じ

て
い

る
。

ま
た

、
農

民
は

、
灌

漑
用

水
供

給
の

量
（9

6％
）、

タ
イ

ミ
ン

グ
（9

5％
）、

信
頼

性

（9
5％

）に
お

い
て

も
改

善
し

た
と

感
じ

て
い

る
。

従
っ

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
地

区
内

で
の

公
平

な
水

分
配

は
既

に
達

成
さ

れ
て

い
る

も
の

と

判
断

で
き

、
今

後
は

、
W

U
A

や
W

U
F

の
更

な
る

能
力

強
化

と
定

期
的

に
水

配
分

状
況

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
こ

と
を

通
じ

て
、

こ
の

公
平

な
水

配
分

状
況

を
維

持
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

W
U

A
や

W
U

F
の

活
動

の
重

要
性

を
考

慮
す

る
と

、
こ

の
「公

平
な

水
配

分
」と

い
う

指
標

を
、

「W
U

A
と

W
U

F
が

適
切

に
機

能
し

て
い

る
か

ど
う
か

」と
い

う
指

標
に

変
更

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
と

考
え

る
。

 
 

中
間

目
標

の
達

成
見

込
み

 
（効

率
的

か
つ

効
果

的
に

IIP
事

業
を

実
施

す
る

た
め

の
改

善
手

法
が

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
エ

リ
ア

で
灌

漑
効

率
と

農
業

の
生

産
性

を
向

上
さ

せ
る

） 

(3
) 

単
位

面
積

当
た

り
の

農
業

生
産

性
の

指
標

が
増

加
す

る
 

M
A

RI
 統

計
及

び
 M

W
RI

に

よ
る

調
査

 

農
家

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

よ
る

と
、

32
％

の
農

民
が

、
今

年
の

夏
栽

培
し

た
作

物
の

収
量

が
改

善
し

、
事

業
実

施
前

の
収

量
と

比
較

し
増

加

し
た

と
回

答
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
地

区
内

の
場

所
別

の
デ

ー
タ

は
、

下
表

の
通

り
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
地

区
内

の
20

06
年

夏
作

の
収

量
の

増
減

  
  

  
  

  
  

  
 （

回
答

数
：1

08
） 

  
 

メ
ス

カ
の

場
所

 
 

収
量

の
増

減
 

上
流

部
（％

） 
中

流
部

（％
） 

下
流

部
（％

） 
計

（％
） 

増
加

 
13

 
53

 
42

 
32

 
同

じ
 

73
 

44
 

58
 

60
 

減
少

 
15

 
3 

0 
7 

計
 

10
0 

10
0 

10
0 

10
0 

上
表

に
見

ら
れ

る
様

に
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
り
、

中
流

部
及

び
下

流
部

の
農

民
に

と
っ

て
は

、
収

量
が

増
加

す
る

と
い

う
イ

ン
パ

ク
 

ト
が

も
た

ら
さ

れ
て

い
る

も
の

と
思

わ
れ

る
。

 
ま

た
、

評
価

調
査

団
が

農
民

を
対

象
に

行
っ

た
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
で

は
、

コ
メ

の
収

量
が

3.5
t/フ

ェ
ダ

ン
（8

.3t
/h

a）
か

ら
4.0

t/フ
ェ

ダ
ン

（9
.5t

/h
a）

に
増

加
し

た
と

の
話

が
あ

っ
た

。
今

後
、

収
量

増
加

を
把

握
し

て
い

く
た

め
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区
を

対
象

に
定

期
的

に
サ

ン
プ

 
リ
ン

グ
調

査
を

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

に
そ

れ
を

期
待

す
る

の
は

困
難

で
あ

ろ
う
。

将
来

、
収

量
増

加
に

つ
い
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項
目

 
 

主
項

目
 

サ
ブ

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

（指
標

） 
情

報
源

 
活

動
 

 
 

 
て

の
評

価
す

る
際

に
取

る
こ

と
が

で
き

る
方

法
は

、
農

民
対

象
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
て

収
量

の
増

減
を

把
握

す
る

方
法

と
考

え

る
。

 

中
間

目
標

の
指

標
の

改
訂

の
提

案
 

上
記

に
示

し
た

理
由

か
ら

、
中

間
目

標
の

指
標

を
以

下
の

様
に

改
訂

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
と

考
え

る
。

 
指

標
1：

W
U

A
及

び
W

U
F

の
役

割
や

機
能

に
つ

い
て

の
農

民
の

満
足

度
が

向
上

す
る

。
 

指
標

2：
農

業
生

産
性

、
例

え
ば

作
物

収
量

の
増

加
 

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

度
 

（最
大

限
の

農
民

参
加

に
基

づ
い

た

IIP
事

業
の

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
改

善
手

法
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
エ

リ
ア

内
で

実

証
さ

れ
る

） 

(1
) 

農
家

が
改

善
手

法
を

支
持

す
る

 
農

家
へ

の
ア

ン

ケ
ー

ト
結

果
 

前
回

終
了

時
評

価
時

点
（2

00
4

年
10

月
）で

実
施

し
た

農
民

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

よ
り
、

「必
要

な
情

報
を

農
民

に
伝

え
て

、
工

事
開

始
前

に
十

分
な

同
意

を
得

る
と

い
う
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

手
法

」に
つ

い
て

、
80

％
の

農
民

が
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
っ

た
。

そ

の
他

の
点

も
含

め
た

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
農

民
の

満
足

度
は

下
表

の
通

り
で

あ
っ

た
。

 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
農

民
の

満
足

度
（2

00
4

年
実

施
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
結

果
） 

項
目

 
満

足
し

て
 

い
る

 
満

足
し

て
 

い
な

い
 

ど
ち

ら
と

も
 

言
え

な
い

 
標

本
数

 

必
要

な
情

報
を

農
民

に
伝

え
て

工
事

開
始

前
に

農
民

の
十

分
な

 
同

意
を

得
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

手
法

 
80

％
 

11
％

 
 9

％
 

12
0農

家
 

農
民

と
一

緒
に

現
場

を
歩

い
て

施
設

の
設

計
を

確
認

す
る

手
法

 
93

％
 

 4
％

 
 3

％
 

12
0農

家
 

改
善

さ
れ

た
灌

漑
施

設
 

81
％

 
15

％
 

 4
％

 
 4

8農
家

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

導
入

さ
れ

た
圃

場
レ

ベ
ル

の
水

管
理

手
法

 
88

％
 

 2
％

 
10

％
 

 4
8農

家
 

20
06

年
の

夏
作

後
に

実
施

さ
れ

た
農

家
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
に

よ
る

と
、

改
善

手
法

に
関

す
る

満
足

度
は

下
表

の
通

り
で

あ
る

。
 

改
善

手
法

に
関

す
る

農
民

の
満

足
度

（サ
ン

プ
ル

数
は

、
10

8）
 

 
項

目
 

満
足

度
（％

） 
1 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

満
足

し
て

い
る

農
民

 
 9

6％
 

2 
今

年
の

夏
の

灌
漑

に
つ

い
て

全
般

的
に

満
足

し
て

い
る

農
民

 
 9

9％
 

3 
設

計
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
満

足
し

て
い

る
農

民
（農

民
の

ニ
ー

ズ
や

要
望

を
反

映
さ

せ
る

た
め

、
 

農
民

と
い

っ
し

ょ
に

行
う
ウ

ォ
ー

ク
ス

ル
ー

） 
 

 9
0％

 

4 
建

設
調

整
委

員
会

の
活

動
を

通
じ

て
農

民
が

施
工

管
理

に
参

画
す

る
手

法
に

つ
い

て
満

足
し

て
い

る
農

民
10

0％
 

5 
工

事
開

始
前

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

関
す

る
必

要
な

情
報

を
農

民
に

提
供

し
、

農
民

か
ら

十
分

な
同

意
を

得
 

る
と

い
う
手

法
に

つ
い

て
満

足
し

て
い

る
W

U
A

の
リ
ー

ダ
ー

 
 9

4％
 

6 
改

善
さ

れ
た

灌
漑

施
設

に
満

足
し

て
い

る
農

民
 

 8
6％

 
7 

メ
ス

カ
レ

ベ
ル

の
灌

漑
施

設
改

善
後

の
圃

場
レ

ベ
ル

水
管

理
に

満
足

し
て

い
る

農
民

  
 9

6％
 

8 
メ

ス
カ

レ
ベ

ル
の

水
管

理
に

お
い

て
W

U
A

が
良

く
機

能
し

て
い

る
と

思
っ

て
い

る
農

民
 

 9
2％

 
9 

水
管

理
に

お
い

て
W

U
F

が
良

く
機

能
し

て
い

る
と

思
っ

て
い

る
農

民
  

 6
0％
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項
目

 
 

主
項

目
 

サ
ブ

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

（指
標

） 
情

報
源

 
活

動
 

 
 

上
記

の
調

査
結

果
か

ら
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
地

区
内

の
農

民
が

、
改

善
手

法
や

現
在

の
水

管
理

に
多

い
に

満
足

し
て

い
る

こ
と

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。
但

し
、

W
U

F
が

機
能

し
て

い
る

ど
う
か

に
つ

い
て

の
満

足
度

は
ま

だ
高

い
と

は
言

え
な

い
こ

と
か

ら
、

よ
り
多

く
の

農
民

が
W

U
F

の

存
在

や
そ

の
役

割
に

つ
い

て
認

識
す

る
様

に
、

意
識

向
上

を
図

っ
て

い
く
余

地
が

あ
る

。
 

本
評

価
団

が
行

っ
た

、
W

U
F

の
中

核
メ

ン
バ

ー
や

W
U

A
の

リ
ー

ダ
ー

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

で
は

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

主
な

効
果

と
し

て

次
の

点
が

挙
が

っ
た

。
 

 連
続

通
水

の
メ

リ
ッ

ト
 

 公
平

な
水

分
配

 
 維

持
管

理
費

の
低

減
 

 収
量

増
加

、
特

に
地

区
の

下
流

部
に

お
い

て
 

 農
民

間
、

農
民

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
間

、
農

民
と

デ
ィ

ス
ト
リ
ク

ト
・エ

ン
ジ

ニ
ア

3 間
の

良
好

な
協

力
関

係
 

 
 

 
 

(2
) 

M
W

RI
が

改
善

手
法

を
支

持
す

る
 

M
W

RI
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
 

前
回

終
了

時
評

価
時

点
（2

00
4年

10
月

）で
、

C/
Pが

改
善

手
法

を
高

く
評

価
し

て
い

る
こ

と
、

そ
し

て
、

他
地

区
で

実
施

さ
れ

て
い

る
世

銀

の
灌

漑
改

善
事

業
に

参
画

し
て

い
る

M
W

RI
ス

タ
ッ

フ
が

、
農

民
参

加
型

ア
プ

ロ
ー

チ
を

取
り

入
れ

よ
う
と

し
始

め
て

い
る

こ
と

か
ら

、

M
W

RI
が

改
善

手
法

を
支

持
し

て
い

る
と

判
断

し
て

い
た

。
 

今
回

（2
00

6
年

）の
終

了
時

評
価

で
は

、
M

W
RI

の
C/

P
や

関
係

ス
タ

ッ
フ

を
対

象
に

、
改

善
手

法
の

有
用

性
と

他
灌

漑
地

域
へ

の
適

用

性
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
た

。
そ

の
結

果
は

下
表

の
通

り
で

あ
る

。
 

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

改
善

手
法

の
有

用
性

（％
） 

 N
o.

改
善

手
法

 
大

変

有
用

有
用

そ
れ

ほ
ど

有
用

で
な

い

解
ら

 
な

い
 

回
答

 
無

し
 

1 
既

存
の

灌
漑

施
設

の
現

況
や

従
前

の
用

水
利

用
状

況
の

現
地

調
査

 
88

 
12

 
0 

0 
0 

2 
農

民
参

加
に

よ
る

W
U

A
設

立
及

び
灌

漑
施

設
計

画
策

定
を

通
じ

て
 

の
農

民
の

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
意

識
の

醸
成

 
83

 
17

 
0 

0 
0 

3 
W

U
A

組
織

化
及

び
事

業
計

画
（施

設
計

画
）に

つ
い

て
の

、
農

家
の

 
3

分
の

2
以

上
の

合
意

取
り
付

け
 

48
 

44
 

4 
0 

4 

4 
建

設
工

事
前

の
W

U
A

と
W

U
F

の
同

時
設

立
 

84
 

16
 

0 
0 

0 
5 

問
題

を
迅

速
に

解
決

す
る

た
め

の
W

U
A

及
び

W
U

F
内

に
工

事
調

 
整

委
員

会
の

設
立

 
67

 
29

 
4 

0 
0 

6 
W

U
A

に
対

す
る

組
織

運
営

、
メ

ス
カ

レ
ベ

ル
の

水
管

理
（バ

ル
ブ

ロ
 

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

）、
施

設
運

営
維

持
管

理
（ポ

ン
プ

の
運

転
維

持
管

 
理

）の
た

め
の

研
修

の
実

施
 

83
 

13
 

0 
0 

4 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

3  デ
ィ

ス
ト
リ
ク

ト
・エ

ン
ジ

ニ
ア

： 
水

資
源

灌
漑

省
の

灌
漑

局
の

職
員

で
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区
を

含
む

ひ
と

ま
と

ま
り
の

灌
漑

区
域

の
灌

漑
用

水
供

給
を

管
轄

す
る

エ
ン

ジ
ニ

ア
。
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項
目

 
 

主
項

目
 

サ
ブ

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

（指
標

） 
情

報
源

 
活

動
 

 
 

 
 

 7 
W

U
F

に
対

す
る

、
内

規
及

び
活

動
計

画
の

作
成

の
た

め
の

ワ
ー

ク
 

シ
ョ
ッ

プ
開

催
、

活
動

計
画

の
実

践
O

JT
研

修
 

75
 

21
 

0 
4 

0 

8 
適

正
な

水
管

理
と

運
営

維
持

管
理

の
た

め
の

W
U

F
指

導
部

門
の

設
 

立
及

び
デ

リ
バ

リ
ー

水
路

レ
ベ

ル
の

水
管

理
に

関
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

 
プ

開
催

 
71

 
25

 
0 

4 
0 

9 
W

U
F

と
関

係
機

関
と

の
協

力
連

携
強

化
 

71
 

25
 

0 
0 

4 

 
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

改
善

手
法

の
他

灌
漑

地
域

へ
の

適
用

性
（％

） 

 以
上

の
結

果
か

ら
み

て
、

改
善

手
法

の
有

用
性

は
高

い
と

判
断

さ
れ

る
。

 
改

善
手

法
の

適
用

性
に

つ
い

て
は

、
「大

変
有

用
」と

「有
用

」と
を

合
わ

せ
る

と
N

o.3
（W

U
A

組
織

化
及

び
事

業
計

画
(施

設
計

画
)に

つ

い
て

の
、

農
家

の
3

分
の

2
以

上
の

合
意

取
り
付

け
）を

除
い

て
80

％
以

上
の

数
値

と
な

る
の

で
、

そ
の

適
用

性
は

全
般

的
に

高
い

と
評

価
さ

れ
る

。
但

し
、

改
善

手
法

の
有

用
性

に
つ

い
て

「大
変

有
用

」と
す

る
比

率
と

比
較

す
る

と
、

適
用

性
に

つ
い

て
「大

変
有

用
」と

し
て

い

る
比

率
は

低
く
な

る
。

特
に

、
次

の
改

善
手

法
に

つ
い

て
は

、
「大

変
有

用
」と

す
る

ポ
イ

ン
ト
は

低
下

し
て

い
る

。
 

 

N
o.

改
善

手
法

 
大

変

有
用

有
用

そ
れ

ほ
ど

 
有

用
で

な
い

解
ら

 
な

い
 

回
答

 
無

し
 

1 
既

存
の

灌
漑

施
設

の
現

況
や

従
前

の
用

水
利

用
状

況
の

現
地

 
調

査
 

75
 

17
 

0 
0 

8 

2 
農

民
参

加
に

よ
る

W
U

A
設

立
及

び
灌

漑
施

設
計

画
策

定
を

通
じ

 
て

の
農

民
の

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
意

識
の

醸
成

 
46

 
42

 
4 

0 
8 

3 
W

U
A

組
織

化
及

び
事

業
計

画
(施

設
計

画
)に

つ
い

て
の

、
農

家
 

の
3

分
の

2
以

上
の

合
意

取
り
付

け
 

46
 

25
 

8 
8 

13
 

4 
建

設
工

事
前

の
W

U
A

と
W

U
F

の
同

時
設

立
 

67
 

25
 

0 
0 

8 
5 

問
題

を
迅

速
に

解
決

す
る

た
め

の
W

U
A

及
び

W
U

F
内

に
工

事
 

調
整

委
員

会
の

設
立

 
38

 
42

 
12

 
0 

8 

6 
W

U
A

に
対

す
る

組
織

運
営

、
メ

ス
カ

レ
ベ

ル
の

水
管

理
(バ

ル
ブ

 
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

)、
施

設
運

営
維

持
管

理
(ポ

ン
プ

の
運

転
維

 
持

管
理

)の
た

め
の

研
修

の
実

施
 

75
 

13
 

4 
0 

8 

7 
Ｗ

Ｕ
Ｆ

に
対

す
る

、
内

規
及

び
活

動
計

画
の

作
成

の
た

め
の

ワ
 

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
開

催
、

活
動

計
画

の
実

践
O

JT
研

修
 

63
 

25
 

0 
4 

8 

8 
適

正
な

水
管

理
と

運
営

維
持

管
理

の
た

め
の

W
U

F
指

導
部

門
の

 
設

立
及

び
デ

リ
バ

リ
ー

水
路

レ
ベ

ル
の

水
管

理
に

関
す

る
ワ

ー
 

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
 

29
 

59
 

0 
4 

8 

9 
W

U
F

と
関

係
機

関
と

の
協

力
連

携
強

化
 

63
 

25
 

4 
0 

8 
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項
目

 
 

主
項

目
 

サ
ブ

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

（指
標

） 
情

報
源

 
活

動
 

 
 

 
 「

農
民

参
加

に
よ

る
W

U
A

設
立

及
び

灌
漑

施
設

計
画

策
定

を
通

じ
て

の
農

民
の

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
意

識
の

醸
成

（N
o.2

）」
、

 
 「

問
題

を
迅

速
に

解
決

す
る

た
め

の
W

U
A

及
び

W
U

F
内

に
工

事
調

整
委

員
会

の
設

立
（N

o.5
）」

、
 

 「
適

正
な

水
管

理
と

運
営

維
持

管
理

の
た

め
の

W
U

F
指

導
部

門
の

設
立

及
び

デ
リ
バ

リ
ー

水
路

レ
ベ

ル
の

水
管

理
に

関
す

る
ワ

ー
 

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
（N

o.8
）」

 

以
上

の
分

析
結

果
か

ら
、

一
部

の
手

法
に

つ
い

て
「そ

れ
ほ

ど
有

用
で

な
い

」を
し

た
C/

P
も

い
る

が
、

M
W

RI
が

改
善

手
法

を
支

持
し

て
い

る
と

言
っ

て
差

し
支

え
な

い
と

思
わ

れ
る

。
改

善
手

法
の

適
用

性
・普

遍
性

を
よ

り
高

め
る

に
も

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

に
各

改

善
手

法
の

特
徴

を
取

り
ま

と
め

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。
 

1)
 灌

漑
施

設
の

改
善

計

画
が

活
用

さ
れ

る
。

 
・プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
記

録
 

前
回

終
了

時
評

価
時

点
（2

00
4

年
10

月
）で

は
、

60
メ

ス
カ

4 中
（そ

の
当

時
の

全
メ

ス
カ

数
）5

5
メ

ス
カ

に
関

す
る

灌
漑

施
設

改
善

計
画

が
作

成
さ

れ
て

い
た

。
そ

し
て

、
3

つ
の

メ
ス

カ
に

つ
い

て
の

工
事

が
完

了
し

、
8

つ
の

メ
ス

カ
で

は
工

事
中

で
あ

っ
た

。
 

本
終

了
時

評
価

時
（2

00
6

年
12

月
）に

お
い

て
は

、
67

メ
ス

カ
中

65
メ

ス
カ

の
灌

漑
施

設
が

、
改

善
計

画
に

基
づ

き
改

善
さ

れ
た

。
（一

部
の

メ
ス

カ
が

分
割

さ
れ

た
た

め
、

総
メ

ス
カ

数
が

以
前

よ
り
増

加
し

た
。

）残
り
の

2
つ

の
メ

ス
カ

に
つ

い
て

は
、

農
民

が
既

存
の

灌
漑

シ

ス
テ

ム
（サ

キ
ア

と
呼

ば
れ

る
伝

統
的

揚
水

施
設

）の
継

続
使

用
を

希
望

し
た

の
で

、
灌

漑
施

設
改

善
の

対
象

と
は

な
ら

な
か

っ
た

。
65

メ

ス
カ

の
灌

漑
施

設
建

設
工

事
が

完
了

し
、

全
て

の
灌

漑
施

設
は

、
そ

れ
ぞ

れ
メ

ス
カ

毎
に

設
立

さ
れ

た
農

民
水

利
組

織
（W

ate
r 

U
se

rs’
 

A
ss

oc
iat

io
n:

 W
U

A
5 ）に

引
き

渡
さ

れ
た

。
 

以
上

の
プ

ロ
セ

ス
を

通
じ

て
C/

P
は

、
計

画
策

定
時

か
ら

灌
漑

施
設

改
善

に
対

す
る

農
民

の
ニ

ー
ズ

や
意

見
を

把
握

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
、

特
に

、
水

利
用

現
況

に
関

す
る

現
地

調
査

や
ウ

ォ
ー

ク
ス

ル
ー

6 と
呼

ば
れ

る
活

動
を

農
民

と
共

に
実

施
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

理
解

し
た

。
 

20
06

年
に

実
施

さ
れ

た
農

家
対

象
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

よ
れ

ば
、

90
％

の
農

民
が

、
ウ

ォ
ー

ク
ス

ル
ー

等
を

通
じ

て
行

っ
た

設
計

プ
ロ

セ
ス

に
満

足
し

て
い

る
。

 

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
は

計
画

通
り
と

な

っ
て

い
る

か
。

 

分
野

1 
灌

漑
施

設

の
改

善
 

1. 
灌

漑
施

設
の

改

善
の

た
め

の
実

施
手

法
が

改
善

さ

れ
る

。
 

 

2)
 建

設
施

工
管

理
マ

ニ

ュ
ア

ル
が

活
用

さ
れ

る
。

 

・プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
記

録
 

延
長

期
間

に
入

る
ま

で
に

英
文

版
の

建
設

施
工

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

策
定

が
完

了
し

て
い

た
。

延
長

期
間

に
は

、
そ

の
ア

ラ
ビ

ア
語

版
が

作
成

さ
れ

た
。

 

(1
) 

建
設

施
工

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
（ア

ラ
ビ

ア
語

版
）の

作
成

に
つ

い
て

 
延

長
期

間
の

開
始

前
、

20
05

年
2

月
に

は
、

英
語

版
の

建
設

施
工

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

作
成

さ
れ

、
施

工
管

理
に

利
用

さ
れ

て
い

た
。

そ
の

後
、

よ
り
容

易
に

理
解

で
き

る
様

に
す

る
た

め
、

C/
P

に
よ

っ
て

ア
ラ

ビ
ア

語
へ

の
翻

訳
が

行
わ

れ
た

。
 

(2
) 

建
設

施
工

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

活
用

に
つ

い
て

 
建

設
施

工
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
記

載
さ

れ
て

い
る

主
な

項
目

は
、

1)
 工

事
の

出
来

型
等

を
、

写
真

と
記

録
票

を
用

い
て

記
録

す
る

方
法

、
2)

 施
工

管
理

に
係

る
機

器
の

利
用

方
法

、
で

あ
る

。
C/

P
は

建
設

工
事

の
進

捗
と

完
成

を
記

録
す

る
こ

と
の

重
要

性
と

記
録

方

法
を

理
解

し
た

。
そ

し
て

、
C/

P
は

、
施

工
業

者
に

対
し

て
建

設
工

事
の

記
録

を
適

切
に

取
る

様
に

指
導

を
行

っ
て

き
た

。
そ

の
結

果
、

延
長

期
間

中
に

実
施

さ
れ

た
工

事
、

特
に

第
3

工
事

に
お

い
て

は
、

記
録

票
を

用
い

た
記

録
が

ほ
ぼ

適
切

に
取

ら
れ

た
。

但
し

、
写

 
真

を
用

い
た

出
来

型
管

理
に

つ
い

て
は

、
施

工
業

者
が

適
切

に
実

施
し

た
と

は
言

い
難

い
結

果
に

な
っ

た
。

そ
の

経
験

か
ら

、
入

札
図

 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

4  メ
ス

カ
：第

3
次

用
水

路
。

 
5  W

U
A

は
、

当
該

の
メ

ス
カ

を
利

用
す

る
農

家
が

メ
ン

バ
ー

と
な

り
、

そ
の

中
か

ら
5

人
の

リ
ー

ダ
ー

（主
リ
ー

ダ
ー

、
サ

ブ
リ
ー

ダ
ー

、
会

計
担

当
、

O
＆

M
担

当
、
秘

書
）が

選
出

さ
れ

る
。

 
6  ウ

ォ
ー

ク
ス

ル
ー

：灌
漑

施
設

の
現

状
、
工

事
開

始
前

の
水

利
用

状
況

、
新

し
い

灌
漑

施
設

の
計

画
概

要
に

関
し

、
現

地
を

農
民

と
共

に
歩

い
て

調
査

す
る

こ
と

。
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項
目

 
 

主
項

目
 

サ
ブ

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

（指
標

） 
情

報
源

 
活

動
 

 
 

書
の

数
量

計
算

書
に

写
真

撮
影

に
関

す
る

事
項

を
条

件
と

し
て

明
記

す
る

と
い

う
改

善
案

が
提

示
さ

れ
た

（即
ち

、
写

真
撮

影
に

係
る

追
加

的
費

用
を

工
事

金
額

の
中

に
含

め
る

こ
と

）。
 

C/
P

は
、

施
工

管
理

に
係

る
機

器
、

即
ち

コ
ン

ク
リ
ー

ト
・ハ

ン
マ

ー
や

ス
ラ

ン
プ

試
験

器
7 の

利
用

方
法

を
理

解
し

、
使

用
で

き
る

様

に
な

っ
た

。
 

(3
) 

建
設

調
整

委
員

会
の

設
立

 
一

般
的

に
、

こ
れ

ま
で

実
施

さ
れ

て
き

た
灌

漑
改

善
事

業
で

は
、

建
設

工
事

期
間

中
に

数
々

の
問

題
が

発
生

し
、

建
設

さ
れ

た
施

設

が
適

切
に

機
能

し
な

か
っ

た
り
、

農
民

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

な
か

っ
た

り
す

る
結

果
を

招
い

て
い

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

そ
の

様
な

問
題

発
生

を
最

小
限

に
抑

え
る

た
め

、
新

し
い

ア
イ

デ
ア

と
し

て
、

建
設

調
整

委
員

会
の

設
立

を
行

っ
た

。
工

事
開

始
前

に
、

農
民

水

利
組

織
連

合
（W

U
F：

W
ate

r 
U

se
rs’

 F
ed

er
ati

on
）と

メ
ス

カ
毎

に
設

立
さ

れ
た

W
U

A
に

建
設

調
整

委
員

会
が

設
立

さ
れ

た
。

こ
の

委

員
会

の
主

な
役

割
は

、
建

設
工

事
に

関
す

る
農

民
の

要
望

を
調

整
す

る
こ

と
で

あ
る

。
農

民
の

代
表

（通
常

は
、

W
U

A
の

リ
ー

ダ
ー

）

が
、

各
W

U
A

の
農

民
メ

ン
バ

ー
の

声
を

委
員

会
に

届
け

た
。

ま
た

こ
の

委
員

会
は

、
建

設
工

事
開

始
前

に
、

農
民

と
C/

Pを
含

む
政

府

職
員

と
の

間
で

、
問

題
点

の
調

整
を

図
る

と
い

う
機

能
も

持
っ

て
い

る
。

他
の

灌
漑

改
善

事
業

の
場

合
、

建
設

工
事

の
大

幅
な

遅
延

と
い

っ
た

事
態

が
良

く
見

ら
れ

た
が

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

場
合

、
調

整
機

能
が

適
切

に
働

い
た

こ
と

に
よ

っ
て

、
そ

の
様

な
事

態
に

は
な

ら

な
か

っ
た

。
 

W
U

F
の

建
設

調
整

員
会

は
、

夏
作

期
間

中
、

連
続

通
水

を
行

う
た

め
、

第
3

工
事

の
工

事
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

調
整

と
夏

作
期

間
中

の
灌

漑
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

調
整

を
行

っ
た

。
ま

た
、

W
U

F
の

建
設

調
整

委
員

会
は

、
工

事
期

間
中

並
び

に
工

事
完

了
時

に
施

設
の

品

質
検

査
に

参
加

し
た

。
何

ら
か

の
問

題
点

が
見

つ
か

っ
た

時
に

は
、

そ
の

対
応

に
つ

い
て

委
員

会
で

協
議

が
行

わ
れ

た
。

こ
の

様
に

、

建
設

調
整

委
員

会
は

品
質

管
理

の
面

で
も

活
用

さ
れ

た
。

 

(4
) 

改
善

さ
れ

た
灌

漑
施

設
に

対
す

る
農

民
の

満
足

度
 

20
06

年
に

実
施

さ
れ

た
農

民
向

け
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
結

果
に

よ
る

と
、

農
民

の
86

％
が

改
善

さ
れ

た
灌

漑
施

設
に

満
足

し
て

い
る

。
 

 
 

 

3)
 W

U
A

及
び

W
U

F
に

よ
り
適

切
な

水
管

理
が

行
わ

れ
る

。
 

・水
管

理
組

織

の
活

動
記

録
 

延
長

期
間

に
入

る
前

（2
00

5年
2月

）ま
で

に
、

7カ
所

の
メ

ス
カ

の
灌

漑
施

設
が

引
き

渡
さ

れ
、

20
04

/2
00

5年
の

冬
作

か
ら

W
U

A
に

よ

る
水

管
理

が
開

始
さ

れ
た

。
 

本
終

了
時

評
価

時
（2

00
6

年
12

月
）に

は
、

改
善

対
象

と
な

っ
た

全
65

メ
ス

カ
の

灌
漑

施
設

が
各

W
U

A
に

引
き

渡
さ

れ
、

W
U

A
に

よ

っ
て

水
管

理
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

(1
) 

メ
ス

カ
レ

ベ
ル

の
水

管
理

 
メ

ス
カ

レ
ベ

ル
の

灌
漑

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

作
成

の
た

め
、

灌
漑

用
水

量
計

算
プ

ロ
グ

ラ
ム

（エ
ク

セ
ル

を
用

い
て

）が
作

成
さ

れ
た

。
こ

の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

用
い

て
、

バ
ル

ブ
8 毎

に
必

要
な

灌
漑

時
間

（バ
ル

ブ
を

開
け

て
お

く
時

間
）を

算
出

し
、

そ
の

結
果

は
、

バ
ル

ブ
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
と

し
て

取
り
ま

と
め

ら
れ

た
。

そ
れ

に
基

づ
い

て
農

民
が

灌
漑

施
設

の
オ

ペ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
て

い
る

。
対

象
全

メ
ス

カ
の

バ
ル

ブ
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

作
成

さ
れ

、
そ

し
て

、
各

メ
ス

カ
の

リ
ー

ダ
ー

や
ポ

ン
プ

の
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
を

対
象

と
し

た
、

バ
ル

ブ
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

や
灌

漑
施

設
の

運
転

に
関

す
る

研
修

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

7  ス
ラ

ン
プ

試
験

器
： 

固
ま

る
前

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

柔
ら

か
さ

の
程

度
を

図
る

た
め

の
道

具
 

8  メ
ス

カ
レ

ベ
ル

の
灌

漑
施

設
で

は
、
ポ

ン
プ

で
揚

水
し

た
水

が
、

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

を
通

じ
て

送
水

さ
れ

る
が

、
所

々
に

バ
ル

ブ
が

取
り
付

け
ら

れ
、
そ

こ
か

ら
圃

場
内

水
路

に
水

を
流

す
シ

ス
テ

ム
と

な
っ

て
い

る
。
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項
目

 
 

主
項

目
 

サ
ブ

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

（指
標

） 
情

報
源

 
活

動
 

 
 

 
 

 
ポ

ン
プ

機
器

の
操

作
管

理
に

つ
い

て
は

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

作
成

し
た

「ポ
ン

プ
研

修
マ

ニ
ュ

ア
ル

」を
使

用
し

て
、

ポ
ン

プ
の

オ

ペ
レ

ー
タ

ー
向

け
研

修
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

、
ポ

ン
プ

の
操

作
管

理
方

法
や

注
意

事
項

等
に

つ
い

て
説

明
し

て

い
る

。
 

W
U

A
向

け
の

研
修

実
施

状
況

（2
00

6
年

12
月

現
在

） 
研

修
受

講
済

み
メ

ス
カ

数
 

 
メ

ス
カ

数
 

水
管

理
 

（バ
ル

ブ
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
） 

ポ
ン

プ
 

（ポ
ン

プ
の

操
作

管
理

） 

第
1

工
事

区
域

18
 

17
（2

） 
18

（2
） 

第
2

工
事

区
域

26
  

24
（0

） 
21

（0
） 

第
3

工
事

区
域

21
  

 8
（0

） 
21

（0
） 

計
 

65
  

49
（2

） 
60

（2
） 

（括
弧

内
の

数
値

は
、

延
長

期
間

開
始

前
の

状
況

を
示

す
） 

 
第

3
工

事
の

遅
れ

に
伴

い
、

水
管

理
研

修
未

受
講

の
メ

ス
カ

が
ま

だ
多

く
あ

る
も

の
の

、
第

1
工

事
及

び
第

2
工

事
も

含
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

ま
で

に
は

全
65

メ
ス

カ
に

対
す

る
研

修
が

終
了

す
る

予
定

で
あ

る
。

 
20

06
年

に
実

施
さ

れ
た

農
民

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

よ
れ

ば
、

回
答

者
の

92
％

が
、

W
U

A
は

、
メ

ス
カ

レ
ベ

ル
の

水
管

理
面

で
良

く

機
能

し
て

い
る

と
回

答
し

て
い

る
。

そ
の

主
な

理
由

と
し

て
挙

げ
ら

れ
て

い
る

の
は

、
問

題
解

決
が

行
わ

れ
、

適
切

で
公

平
な

灌
漑

用
水

の
供

給
が

実
現

し
て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

ら
の

結
果

か
ら

W
U

A
は

、
メ

ス
カ

レ
ベ

ル
の

水
管

理
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

と
み

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

 
(2

) 
W

U
F

レ
ベ

ル
の

水
管

理
 

デ
リ
バ

リ
ー

水
路

レ
ベ

ル
の

水
管

理
に

関
し

て
、

W
U

F
関

係
者

、
灌

漑
局

の
エ

ン
ジ

ニ
ア

、
CD

-IA
S

の
エ

ン
ジ

ニ
ア

、
農

協
職

員

等
を

対
象

と
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
や

レ
ク

チ
ャ

ー
を

行
い

、
こ

れ
ら

の
活

動
を

通
じ

て
デ

リ
バ

リ
ー

水
路

に
お

け
る

水
管

理
に

つ
い

て

の
考

え
方

が
整

理
さ

れ
、

最
終

的
に

は
W

U
F

の
水

管
理

に
関

す
る

活
動

計
画

が
作

成
さ

れ
た

。
そ

し
て

W
U

F
は

、
水

不
足

に
な

っ

た
時

あ
る

い
は

水
利

用
が

集
中

す
る

時
に

備
え

て
、

メ
ス

カ
レ

ベ
ル

の
灌

漑
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
や

メ
ス

カ
間

の
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

・ス
ケ

ジ

ュ
ー

ル
を

含
む

配
水

計
画

を
作

成
し

た
。

 
ま

た
、

メ
ス

カ
レ

ベ
ル

の
水

管
理

に
関

す
る

テ
キ

ス
ト
や

デ
リ
バ

リ
ー

水
路

レ
ベ

ル
の

水
管

理
に

関
す

る
テ

キ
ス

ト
を

取
り
ま

と
め

て
、

「水
管

理
計

画
案

」が
作

成
さ

れ
た

。
そ

の
後

、
20

06
年

夏
作

に
お

け
る

水
管

理
の

経
験

を
踏

ま
え

て
、

W
U

F
の

活
動

を
見

直
す

た
め

の
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
が

開
催

さ
れ

、
W

U
F

活
動

計
画

の
修

正
が

施
さ

れ
た

。
 

農
民

対
象

の
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
結

果
に

よ
る

と
、

回
答

者
の

60
％

が
、

「W
U

F
は

水
管

理
面

で
良

く
機

能
し

て
い

る
」と

し
て

い
る

一

方
、

「N
O

」と
回

答
し

た
の

は
4％

で
、

残
り
の

36
％

は
「よ

く
分

か
ら

な
い

」と
し

て
い

る
。

W
U

F
の

活
動

を
目

で
見

る
機

会
が

ま
だ

少

な
い

こ
と

が
、

W
U

F
の

存
在

が
ま

だ
十

分
に

は
認

識
さ

れ
て

い
な

い
結

果
に

つ
な

が
っ

て
い

る
よ

う
に

思
わ

れ
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区

内
の

農
民

全
般

が
W

U
F

の
役

割
や

機
能

に
つ

い
て

よ
り
良

く
認

識
す

る
必

要
性

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
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項
目

 
 

主
項

目
 

サ
ブ

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

（指
標

） 
情

報
源

 
活

動
 

 
 

 
以

上
か

ら
、

「W
U

A
及

び
W

U
Fに

よ
り
適

切
な

水
管

理
が

行
わ

れ
る

」と
い

う
本

指
標

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

ま
で

に
ほ

ぼ
達

成

さ
れ

る
と

判
断

す
る

。
但

し
、

W
U

A
及

び
W

U
F

が
継

続
的

に
良

好
な

水
管

理
を

実
施

し
て

い
く
に

は
、

水
管

理
状

況
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ

と
必

要
に

応
じ

た
支

援
が

必
要

と
さ

れ
る

で
あ

ろ
う
。

 

 
 

分
野

2 
農

民
の

水

管
理

組
織

（W
U

A
＆

W
U

F）
 

2. 
農

民
の

水
管

理

組
織

設
立

の
た

め
の

手
法

が
改

善
さ

れ
る

。
 

1)
 W

U
A

及
び

W
U

F
が

設
立

さ
れ

る
。

 
・プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
記

録
 

(1
) 

W
U

A
の

設
立

 
前

回
終

了
時

評
価

時
点

（2
00

4年
10

月
）で

は
、

そ
の

当
時

の
全

メ
ス

カ
数

60
カ

所
の

内
、

29
カ

所
の

メ
ス

カ
で

W
U

A
が

設
立

さ

れ
て

い
た

。
そ

し
て

W
U

F
の

設
立

準
備

委
員

会
が

作
ら

れ
て

い
た

。
 

本
終

了
時

評
価

時
点

で
は

、
既

述
の

通
り
、

全
67

メ
ス

カ
中

、
65

カ
所

の
メ

ス
カ

の
灌

漑
施

設
が

改
善

さ
れ

、
残

り
2

カ
所

の
メ

ス
カ

 
で

は
農

民
の

希
望

に
よ

り
サ

キ
ア

と
呼

ば
れ

る
既

存
の

伝
統

的
灌

漑
シ

ス
テ

ム
を

継
続

使
用

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
こ

の
2

カ
所

の
メ

ス

カ
で

の
灌

漑
施

設
の

改
善

は
行

わ
れ

な
い

が
、

W
U

A
を

設
立

す
る

様
に

働
き

か
け

て
き

た
。

 
W

U
A

は
、

メ
ス

カ
毎

に
設

立
さ

れ
、

現
時

点
で

、
66

の
W

U
A

が
設

立
さ

れ
、

正
式

に
登

録
さ

れ
て

い
る

。
残

り
1カ

所
の

メ
ス

カ
（サ

キ
ア

を
使

用
し

て
い

る
メ

ス
カ

）に
つ

い
て

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
ス

タ
ッ

フ
は

、
農

民
に

W
U

A
を

設
立

す
る

様
に

、
ま

た
W

U
F

に
参

画
す

る
様

に
働

き
か

け
て

い
る

。
W

U
A

設
立

に
関

す
る

同
意

取
得

と
登

録
さ

れ
た

W
U

A
の

数
は

下
表

の
通

り
で

あ
る

。
 

W
U

A
設

立
に

関
す

る
同

意
取

得
状

況
と

登
録

さ
れ

た
W

U
A

の
数

 
注

1：
耕

作
者

：実
際

に
耕

作
し

て
い

る
農

家
数

（耕
作

し
て

い
る

地
主

の
数

＋
小

作
人

の
数

） 
 

農
民

の
同

意
 

 
総

メ
ス

カ

数
 

登
録

済
み

W
U

A
の

数
土

地
所

有
者

 
耕

作
者

注
1 

2/
3

以
上

の
同

意
を

取
得

し
た

メ
ス

カ
数

 
第

1
工

事
区

域
 

（主
と

し
て

地
区

の
下

流
部

） 
18

 
18

 
30

8/
38

7 
（8

0％
） 

27
6/

34
0 

（8
1％

） 
18

 

第
2

工
事

区
域

 
（主

と
し

て
地

区
の

中
・上

部
） 

26
 

26
 

41
4/

51
9 

（8
0％

） 
40

7/
47

0 
（8

6％
） 

26
 

第
3

工
事

区
域

 
（主

と
し

て
地

区
の

中
・上

部
） 

23
 

22
 

34
7/

44
9 

（7
3％

） 
30

1/
38

8 
（7

8％
） 

22
 

To
tal

 
67

 
66

 
10

50
/1

35
5 

（7
8％

） 
98

1/
11

98
 

（8
2％

） 
66

 

 
W

U
A

設
立

同
意

取
得

に
お

い
て

は
、

特
に

、
バ

ハ
ー

ル
ヌ

ー
ル

・デ
リ
バ

リ
ー

水
路

地
区

上
流

部
の

農
民

か
ら

同
意

を
取

得
す

る

こ
と

に
困

難
を

伴
っ

た
が

、
最

終
的

に
は

上
流

部
も

含
め

て
地

区
全

体
で

2/
3

以
上

の
同

意
（灌

漑
施

設
の

改
善

と
W

U
A

設
立

に
関

す
る

同
意

）を
取

得
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
地

区
全

体
で

は
、

土
地

所
有

者
か

ら
の

同
意

取
り
付

け
率

が
78

%
で

、
耕

作
者

か
ら

の
同

意
取

り
付

け
率

が
82

％
と

な
っ

た
。

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

一
つ

の
特

徴
は

、
W

U
A

設
立

に
関

す
る

同
意

と
灌

漑
施

設
改

善
計

画
（灌

漑
施

設
の

設
計

内
容

）に
対

す
る

同

意
を

同
時

に
取

得
す

る
点

で
あ

る
。
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項
目

 
 

主
項

目
 

サ
ブ

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

（指
標

） 
情

報
源

 
活

動
 

 
 

 
 

 
(2

) 
W

U
F

の
設

立
 

バ
ハ

ー
ル

ヌ
ー

ル
W

U
Fの

設
立

日
は

、
20

05
年

10
月

3日
で

あ
る

。
W

U
Fの

議
会

メ
ン

バ
ー

は
、

各
W

U
A

か
ら

の
代

表
者

（計

67
人

）と
住

民
部

門
代

表
者

（計
3

名
）と

の
計

70
名

の
代

表
者

で
構

成
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
70

名
の

中
か

ら
更

に
、

上
流

部
、

中
流

部
、

下
流

部
の

各
地

区
か

ら
5

名
ず

つ
選

出
さ

れ
、

そ
し

て
住

民
部

門
代

表
者

の
3

名
を

合
わ

せ
て

18
名

が
W

U
F

評
議

会
メ

ン
バ

ー
と

し
て

選
出

さ
れ

た
。

こ
の

18
名

の
評

議
会

メ
ン

バ
ー

の
中

か
ら

更
に

W
U

F
の

幹
部

5
人

が
選

出
さ

れ
た

。
ま

た
、

18
名

の
評

議

会
メ

ン
バ

ー
と

は
別

途
に

、
3

名
の

監
査

役
が

議
会

メ
ン

バ
ー

の
中

か
ら

選
出

さ
れ

た
（W

U
F

の
組

織
図

は
、

ミ
ニ

ッ
ツ

の
A

nn
ex

 1
1

参
照

）。
W

U
F

の
幹

部
5人

の
選

出
後

、
W

U
F

の
登

録
手

続
き

が
開

始
さ

れ
た

。
エ

ジ
プ

ト
国

で
は

デ
リ
バ

リ
ー

水
路

レ
ベ

ル
の

農
民

水
利

組
織

に
つ

い
て

規
定

し
た

法
律

が
未

整
備

な
た

め
（現

在
、

政
府

が
法

案
を

審
査

中
）、

登
録

は
個

別
に

行
う
必

要
が

あ
り
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区
の

W
U

F
の

登
録

に
あ

た
っ

て
は

、
水

資
源

灌
漑

省
大

臣
と

水
資

源
省

カ
フ

ル
シ

ェ
ー

ク
県

灌
漑

担
当

次
官

の
承

認

が
必

要
と

さ
れ

た
。

そ
の

承
認

が
得

ら
れ

た
後

、
W

U
F

の
正

式
な

登
録

が
行

わ
れ

た
。

 
W

U
F

に
は

、
4

つ
の

サ
ブ

委
員

会
（1

．
問

題
解

決
、

2．
灌

漑
・排

水
・農

業
、

3．
レ

ー
ザ

ー
均

平
化

、
4．

環
境

・ジ
ェ

ン
ダ

ー
）が

設

け
ら

れ
て

い
る

。
な

お
、

他
の

地
区

の
W

U
F

に
比

べ
て

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
地

区
の

W
U

F
は

、
ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
実

施
頻

度
や

活
動

内

容
の

点
で

活
発

で
あ

る
と

さ
れ

て
い

る
。

 
エ

ジ
プ

ト
国

で
は

、
W

U
F

設
立

後
、

覚
書

1
と

覚
書

2を
政

府
機

関
と

結
ぶ

事
に

な
っ

て
い

る
。

覚
書

1
は

、
W

U
F

と
水

資
源

灌
漑

省
灌

漑
改

善
局

と
の

間
の

覚
書

で
あ

り
、

灌
漑

改
善

工
事

の
完

成
と

W
U

A
の

設
立

に
向

け
て

の
意

思
を

確
認

す
る

も
の

で
あ

る
。

ま

た
、

覚
書

2
は

、
W

U
F

と
水

資
源

灌
漑

省
灌

漑
局

と
の

間
の

覚
書

で
あ

り
、

工
事

完
了

後
に

お
け

る
灌

漑
施

設
の

維
持

管
理

に
つ

い

て
、

双
方

の
役

割
を

明
記

し
て

い
る

。
覚

書
2は

、
W

U
F

の
自

立
発

展
性

を
確

保
す

る
上

で
重

要
な

文
書

で
あ

る
。

な
お

、
20

06
年

11
月

25
日

に
、

覚
書

2
に

署
名

が
行

わ
れ

た
。

 

(3
) 

W
U

A
の

運
営

能
力

 
20

06
年

に
実

施
さ

れ
た

「W
U

A
に

関
す

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
」の

暫
定

デ
ー

タ
に

よ
る

と
、

W
U

A
の

運
営

能
力

に
関

し
て

、
次

の

様
な

デ
ー

タ
が

得
ら

れ
て

い
る

。
 

W
U

A
の

運
営

能
力

 
 

毎
週

 
毎

月
 

無
し

 
1)

 ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

開
催

頻
度

 
2％

 
98

％
 

0％
 

 
有

り
 

無
し

 
2)

 ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
記

録
作

成
 

94
％

 
6％

 
 

全
体

 
一

部
 

3)
 会

計
記

録
の

作
成

 
88

％
 

12
％

 
 

有
り

 
無

し
 

4)
 会

計
の

チ
ェ

ッ
ク

の
有

無
 

88
％

 
12

％
 

 
以

上
の

デ
ー

タ
か

ら
判

断
す

る
と

、
大

半
の

W
U

A
が

良
く
機

能
し

て
い

る
も

の
と

思
わ

れ
る

。
但

し
、

農
民

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

か
ら

は
、

必
ず

し
も

ま
だ

十
分

に
は

良
く
機

能
し

て
い

な
い

W
U

A
も

あ
る

と
の

情
報

が
得

ら
れ

、
C/

P
の

意
見

も
同

様
で

あ
っ

た
。
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項
目

 
 

主
項

目
 

サ
ブ

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

（指
標

） 
情

報
源

 
活

動
 

2)
 農

民
代

表
者

の
た

め

の
合

理
的

水
利

用
と

近

代
農

業
の

テ
キ

ス
ト
が

活
用

さ
れ

る
。

 

・プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
記

録
 

前
回

終
了

時
評

価
時

点
（2

00
4年

10
月

）で
は

、
W

U
A

と
W

U
F

の
リ
ー

ダ
ー

向
け

研
修

用
の

テ
キ

ス
ト
案

が
作

成
さ

れ
、

現
場

で
の

研
修

に
活

用
さ

れ
て

い
た

。
 

 
 延

長
期

間
中

に
は

、
以

下
の

テ
キ

ス
ト
が

新
規

に
作

成
さ

れ
た

。
 

ポ
ン

プ
研

修
マ

ニ
ュ

ア
ル

（研
修

で
活

用
中

） 
1)

 W
U

A
向

け
操

作
管

理
記

録
 

2)
 W

U
A

向
け

会
計

管
理

 
3)

 W
U

F
の

内
部

規
定

 
4)

 W
U

F
活

動
計

画
 

こ
の

他
に

、
圃

場
水

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

英
語

版
が

、
容

易
に

理
解

で
き

る
様

に
す

る
た

め
、

ア
ラ

ビ
ア

語
に

翻
訳

さ
れ

た
。

ま
た

、

W
U

F
向

け
の

テ
キ

ス
ト
と

し
て

、
会

計
管

理
や

会
計

書
類

の
書

式
集

の
整

備
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

W
U

F
の

内
部

規
定

に
関

す
る

テ
キ

ス
ト
は

、
「W

U
A

＆
W

U
F

マ
ニ

ュ
ア

ル
」の

一
部

分
と

し
て

組
み

込
む

予
定

で
、

そ
の

作
業

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
 

W
U

F
に

関
す

る
テ

キ
ス

ト
の

活
用

度
は

ま
だ

十
分

と
言

え
な

い
と

こ
ろ

が
あ

る
。

例
え

ば
、

必
ず

し
も

き
ち

ん
と

内
部

規
定

に
示

さ
れ

て

い
る

通
り
の

手
順

に
沿

っ
て

活
動

を
進

め
て

い
な

い
場

合
が

あ
る

。
こ

の
状

況
を

改
善

す
る

た
め

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

講
義

形
式

の
指

導
だ

け
で

な
く
、

O
JT

や
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を

開
催

し
、

内
部

規
定

や
活

動
計

画
の

適
切

な
活

用
を

促
し

て
き

て
い

る
。

 

 
 

 

3)
 W

U
A

に
よ

り
水

利
費

が
徴

収
さ

れ
る

。
 

・W
U

A
の

活
動

記
録

 
メ

ス
カ

単
位

の
灌

漑
施

設
改

善
工

事
が

完
了

し
た

後
、

メ
ス

カ
毎

に
施

設
の

引
き

渡
し

が
行

わ
れ

て
い

る
。

工
事

完
了

時
期

が
早

か
っ

た
い

く
つ

か
の

メ
ス

カ
で

は
、

20
04

/2
00

5
年

の
冬

作
か

ら
改

善
さ

れ
た

灌
漑

施
設

を
利

用
し

始
め

た
が

、
前

回
終

了
時

評
価

時
点

（2
00

4
年

10
月

）で
、

水
利

を
徴

収
し

て
い

る
W

U
A

は
ま

だ
無

か
っ

た
。

 
20

05
年

に
、

第
1工

事
地

区
を

対
象

に
実

施
さ

れ
た

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
調

査
に

よ
る

と
、

全
て

の
W

U
A

が
水

利
費

を
現

金
あ

る
い

は
現

物

で
徴

収
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

な
お

、
徴

収
さ

れ
た

水
利

費
は

、
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
の

給
料

、
ポ

ン
プ

の
燃

料
代

、
ポ

ン
プ

等
の

維

持
管

理
費

を
ま

か
な

う
に

必
要

な
金

額
で

あ
っ

た
が

、
ポ

ン
プ

の
更

新
費

用
を

徴
収

し
て

い
る

W
U

A
は

少
な

か
っ

た
。

そ
こ

で
、

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
は

、
W

U
A

を
対

象
と

し
た

研
修

（業
務

面
の

研
修

や
バ

ル
ブ

・ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

研
修

）の
機

会
を

利
用

し
て

、
ポ

ン
プ

更
新

費
を

徴
収

す
る

こ
と

の
必

要
性

を
説

明
し

て
き

た
。

そ
の

結
果

、
多

く
の

W
U

A
が

ポ
ン

プ
更

新
費

を
徴

収
す

る
様

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
 

20
06

年
の

夏
作

後
に

実
施

さ
れ

た
「W

U
A

に
関

す
る

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
調

査
」の

暫
定

デ
ー

タ
に

よ
る

と
、

調
査

結
果

が
得

ら
れ

た
全

て

の
W

U
A

（6
4W

U
A

）で
水

利
費

が
徴

収
さ

れ
て

お
り
、

そ
し

て
こ

の
夏

作
に

要
し

た
水

利
コ

ス
ト
を

カ
バ

ー
で

き
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

そ
し

て
、

W
U

A
の

67
％

が
水

利
費

の
一

部
と

し
て

ポ
ン

プ
更

新
費

を
徴

収
し

て
い

る
こ

と
も

分
か

っ
た

。
な

お
、

一
部

の
W

U
A

で

は
、

ポ
ン

プ
更

新
費

を
土

地
所

有
者

が
支

払
う
べ

き
か

あ
る

い
は

耕
作

者
が

支
払

う
べ

き
か

で
議

論
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

以
下

に
20

06
年

夏
作

の
収

入
・支

出
の

収
支

に
関

す
る

デ
ー

タ
を

示
す

。
 

 
20

06
年

夏
作

の
W

U
A

の
収

入
・支

出
の

収
支

バ
ラ

ン
ス

 
収

支
 

余
剰

あ
り

 
不

足
 

計
 

(1
) 

夏
作

の
収

支
（ポ

ン
プ

更
新

費
を

考
慮

に
入

れ
な

い
場

合
） 

98
％

 
 2

％
 

10
0％

 
(2

) 
夏

作
の

収
支

（ポ
ン

プ
更

新
費

を
考

慮
に

入
れ

た
場

合
） 

31
％

 
69

％
 

10
0％
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項
目

 
 

主
項

目
 

サ
ブ

項
目

 
必

要
な

デ
ー

タ
 

（指
標

） 
情

報
源

 
活

動
 

 
 

 
 

 
上

記
の

デ
ー

タ
が

示
す

様
に

、
ポ

ン
プ

更
新

費
を

考
慮

に
入

れ
な

い
場

合
に

は
、

ほ
と

ん
ど

の
W

U
A

の
収

支
の

バ
ラ

ン
ス

が
取

れ

て
い

る
（余

剰
金

が
出

て
い

る
）。

し
か

し
な

が
ら

、
ポ

ン
プ

更
新

費
を

考
慮

に
入

れ
た

場
合

、
収

支
バ

ラ
ン

ス
が

と
れ

て
い

る
の

は
、

31
％

の
W

U
A

に
低

下
す

る
。

こ
の

要
因

の
一

部
は

、
既

述
の

通
り
、

ポ
ン

プ
更

新
費

を
誰

が
支

払
う
べ

き
か

決
ま

っ
て

い
な

い
こ

と
で

あ
る

。
灌

漑
施

設
を

長
期

的
間

、
適

切
に

使
用

し
て

い
く
た

め
に

は
、

W
U

A
が

、
ポ

ン
プ

更
新

費
積

み
立

て
の

必
要

性
に

つ
い

て
農

民
の

意
識

向

上
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
り
、

な
ん

ら
か

の
能

力
強

化
に

係
る

活
動

を
実

施
し

て
い

く
こ

と
も

必
要

で
あ

ろ
う
。

 
以

上
か

ら
「W

U
A

に
よ

り
水

利
費

が
徴

収
さ

れ
る

」と
い

う
本

指
標

は
、

ほ
ぼ

達
成

さ
れ

て
い

る
判

断
す

る
が

、
将

来
必

要
と

な
る

ポ
ン

プ
更

新
費

を
あ

ら
か

じ
め

積
み

立
て

て
お

く
こ

と
の

必
要

性
を

考
え

る
と

、
今

後
も

、
W

U
A

へ
の

指
導

や
農

民
の

意
識

向
上

を
図

っ
て

い

く
必

要
が

あ
る

。
 

分
野

3 
圃

場
レ

ベ

ル
の

水
管

理
 

3. 
圃

場
レ

ベ
ル

の

適
切

な
水

管
理

が
導

入
さ

れ
る

。
 

3. 
圃

場
水

管
理

の
た

め

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
作

成

さ
れ

る
。

 
 

 
（こ

の
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
は

、
当

初
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
期

間
終

了
時

（2
00

5
年

2
月

）ま
で

に
、

そ
の

目
標

を
し

た
の

で
、

延
長

期
間

中
に

お
け

る

活
動

は
無

い
。

） 
  

 
 

分
野

4 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
 

4. 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
や

成
果

が
政

府
職

員
に

適
切

に
紹

介
さ

れ
る

。
 

1)
 政

府
職

員
が

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
手

法
を

理
解

す

る
。

 

・研
修

記
録

 
前

回
終

了
時

評
価

時
点

（2
00

4
年

10
月

）で
は

、
実

施
さ

れ
た

研
修

の
回

数
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
当

初
に

設
定

さ
れ

た
指

標
を

ほ

ぼ
満

た
し

て
い

る
と

評
価

さ
れ

た
。

但
し

、
研

修
教

材
作

成
、

研
修

実
施

、
研

修
の

見
直

し
と

い
っ

た
面

の
C/

P
の

能
力

に
つ

い
て

は
、

十

分
な

水
準

に
到

達
し

て
い

な
い

と
評

価
さ

れ
た

。
ま

た
、

現
場

レ
ベ

ル
で

は
、

日
本

人
専

門
家

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・サ

イ
ト
・マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
及

び
C/

P
と

定
期

的
な

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

が
実

施
さ

れ
て

い
た

も
の

の
、

意
志

決
定

機
関

で
あ

る
合

同
運

営
委

員
会

（J
SC

）や
合

同
サ

イ
ト
調

整

委
員

会
（J

SC
C）

が
ほ

と
ん

ど
開

催
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
が

指
摘

さ
れ

た
。

 
延

長
期

間
中

は
、

上
記

に
示

し
た

各
種

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

が
き

ち
ん

と
開

催
さ

れ
、

そ
の

こ
と

を
通

じ
て

、
C/

P
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

現
状

を
発

表
す

る
能

力
を

身
に

付
け

る
に

至
っ

た
。

 
水

資
源

灌
漑

省
の

幾
人

か
の

幹
部

職
員

（例
え

ば
、

灌
漑

総
局

長
、

排
水

局
長

、
CD

-IA
S

次
官

）は
、

JS
C

の
メ

ン
バ

ー
で

あ
り
、

JS
C

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

参
加

を
通

じ
て

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

手
法

や
活

動
に

つ
い

て
知

っ
て

い
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
は

、
こ

れ
ら

幹
部

職
員

の
管

轄
部

署
と

、
協

力
し

つ
つ

活
動

を
進

め
て

い
る

の
で

、
関

連
部

署
の

職
員

の
間

で
は

、
最

大
限

の
農

民
参

加
が

実
現

し
て

い
る

「民

主
的

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」と

し
て

知
ら

れ
る

様
に

な
っ

て
い

る
。

 
ま

た
こ

の
他

に
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

は
、

灌
漑

改
善

局
（I

IS
）職

員
だ

け
で

な
く
、

水
資

源
灌

漑
省

内
の

世
銀

融
資

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

担
当

し
て

い
る

職
員

や
ウ

ォ
ー

タ
ー

ボ
ー

ド
・プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
担

当
職

員
に

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
成

果
の

発
表

・説
明

会
を

実
施

し
て

き
た

（平
均

参

加
者

数
は

、
25

～
30

人
）。

こ
の

様
な

機
会

を
通

じ
て

、
カ

イ
ロ

、
タ

ン
タ

、
カ

フ
ル

シ
ェ

ー
ク

に
勤

務
す

る
IIS

の
職

員
、

灌
漑

局
エ

ン
ジ

ニ

ア
、

世
銀

融
資

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
担

当
職

員
、

ウ
ォ

ー
タ

ー
ボ

ー
ド

・プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
担

当
職

員
等

と
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

開
発

し
て

き
た

手
法

に

つ
い

て
の

情
報

共
有

を
図

っ
て

き
た

。
ま

た
こ

れ
ら

の
職

員
は

、
他

の
灌

漑
改

善
事

業
地

区
に

比
べ

る
と

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
地

区
内

の

W
U

A
や

W
U

F
が

よ
り
良

い
水

管
理

と
業

務
管

理
を

行
っ

て
い

る
こ

と
も

知
っ

て
い

る
。

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

つ
い

て
知

る
機

会
が

あ
っ

た
政

府
職

員
は

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

手
法

を
普

及
す

る
重

要
性

を
認

識
し

て
お

り
、

他

の
政

府
職

員
の

更
な

る
参

画
を

通
じ

て
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

成
果

が
活

用
さ

れ
る

必
要

性
を

感
じ

て
い

る
。
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成
果

１
：
灌

漑
施

設
改

善
の
た
め
の
実

施
手

法
が
改

善
さ
れ

る
２
０
０
６
年
９
月
１
日
現
在

A
＊

/B
＊

＊

20
05

20
06

エ
ジ
プ
ト
側

日
本

側
活

動
実

績
活

動
成

果
（

A
)

(%
)

適
切

な
水

管
理

が
達

成
さ
れ

る
。

(9
0%

)
82

%

En
g.

Y
as

se
r,

En
g.

Sa
la

h,
En

g.
H

am
ad

,
En

g.
K

od
do

sy

Ex
pe

rt 
in

 W
at

er
M

an
ag

em
en

t
.施

工
管
理
を
行
っ
て
、
灌
漑
施
設
が
改
良
さ
れ
る
。

83
%

En
g.

Y
as

se
r,

En
g.

Sa
la

h,
En

g.
H

am
ad

,
En

g.
K

od
do

sy

Ex
pe

rt 
in

 W
at

er
M

an
ag

em
en

t
メ
ス
カ
工

事
に
お

け
る
施

工
管

理
が
適

切
に
行

わ
れ
る
。

83
%

①
建
設
施
工
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
活
用
さ
れ
る

En
g.

Y
as

se
r,

En
g.

Sa
la

h,
En

g.
H

am
ad

,
En

g.
K

od
do

sy

Ex
pe

rt 
in

 W
at

er
M

an
ag

em
en

t

施
工
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ア
ラ
ビ
ア
語
に
翻
訳
し
た
。

全
て
の
メ
ス
カ
工
事
が
完
了
し
た
。

メ
ス
カ
工

事
に
関

す
る
施

工
記

録
が
行

わ
れ
た
。

施
工
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
い
た
施
工
管
理
が
一
部
実
施

さ
れ
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル

l：
「
建
設
施
工
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
ア
ラ
ビ
ア

語
）
」

施
工
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
い
た
施
工
管
理
が
適
切
に
実

施
さ
れ
る

70
%

②
建
設
調
整
委
員
会
を

W
U

Fと
各

メ
ス
カ
で
設

立
す

る

En
g.

Y
as

se
r,

En
g.

Sa
la

h,
En

g.
H

am
ad

,
En

g.
K

od
do

sy

Ex
pe

rt 
in

 W
at

er
M

an
ag

em
en

t
建
設
調
整
委
員
会
を

W
U

Fと
各
メ
ス
カ
で
設

立
し
た

W
U

Fと
各
メ
ス
カ
に
工

事
調

整
委

員
会

が
設

立
さ
れ
た
。

W
U

Fと
各
メ
ス
カ
に
工

事
調

整
委

員
会

が
設

立
さ
れ
る

10
0%

③
建
設
調
整
委
員
会
に
よ
り
工
事
の
調
整
を
行
う

En
g.

Y
as

se
r,

En
g.

Sa
la

h,
En

g.
H

am
ad

,
En

g.
K

od
do

sy

Ex
pe

rt 
in

 W
at

er
M

an
ag

em
en

t

建
設
調
整
委
員
会
に
よ
っ
て
完
了
後
の
施
設
の
チ
ェ
ッ
ク

が
行
わ
れ
た
。

建
設
調
整
委
員
会
に
よ
っ
て
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
連
続

通
水
の
調
整
、
農
家
か
ら
の
要
望
の
調
整
が
行
わ
れ
た
。

建
設
調
整
委
員
会
に
よ
っ
て
工
事
の
調
整
が
行
わ
れ
た

工
事
調
整
委
員
会
に
よ
っ
て
工
事
の
調
整
が
行
わ
れ
る

80
%

En
g.

K
od

do
sy

,
En

g.
M

ar
ad

ny
Ex

pe
rt 

in
 W

at
er

M
an

ag
em

en
t

W
U

Fと
各

W
U

A
が
水
管
理
に
必
要
な
技
術
を
理
解
す
る

(9
6%

)
81

%

En
g.

K
od

do
sy

Ex
pe

rt 
in

 W
at

er
M

an
ag

em
en

t
水
管
理
に
必
要
な
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
る

10
0%

①
灌
漑
技
術
者
、

W
U

F及
び

W
U

A
の
水
管
理
に
関
す
る
意
見
を

理
解
す
る

En
g.

K
od

do
sy

Ex
pe

rt 
in

 W
at

er
M

an
ag

em
en

t

灌
漑
技
術
者
、

W
U

F等
の
関
係
機
関
と
水
管
理
に
関
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
た
。

W
U

A
の
ポ
ン
プ
オ
ペ

レ
ー

タ
ー

に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行

っ
た
。

水
管
理
に
関
す
る
灌
漑
技
術
者
、

W
U

F及
び

W
U

A
の
意

見
が
明
ら
か
に
な
っ
た

水
管
理
に
関
す
る
灌
漑
技
術
者
、

W
U

F,
W

U
A
の
意
見
が

明
ら
か
に
な
る

10
0%

②
W

U
A
か
ら
ポ
ン
プ
操
作
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。

En
g.

K
od

do
sy

Ex
pe

rt 
in

 W
at

er
M

an
ag

em
en

t

い
く
つ
か
の

W
U

A
に
ポ
ン
プ
操
作
の
記
録
を
依
頼
し
た

い
く
つ
か
の

W
U

A
か
ら
ポ
ン
プ
操
作
の
記
録
を
収
集
し
た

ポ
ン
プ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

農
家
の
実
際
の
水
利
用
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

資
料
：
ポ
ン
プ
操
作
記
録

農
家
の
実
際
の
水
利
用
が
明
ら
か
に
な
る

10
0%

1)
メ
ス
カ
工

事
の
施

工
管

理
の
実

施

1)
水
管
理

に
関
す
る
デ
ー
タ
の
収
集

1-
2.
　
デ

リ
バ
リ
ー

キ
ャ
ナ
ル
と
メ
ス
カ
に
お

け
る
水

管
理

1-
1.
　
灌
漑
施
設
の
施
工
管
理

最
終

到
達

目
標

（
B

)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活

動
状

況
担

当
者

1.
 水

管
理

の
改

善

項
目

実
施

期
間

（
年

度
）

1
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成
果

１
：
灌

漑
施

設
改

善
の
た
め
の
実

施
手

法
が
改

善
さ
れ

る
２
０
０
６
年
９
月
１
日
現
在

A
＊

/B
＊

＊

20
05

20
06

エ
ジ
プ
ト
側

日
本

側
活

動
実

績
活

動
成

果
（

A
)

(%
)

最
終

到
達

目
標

（
B

)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活

動
状

況
担

当
者

項
目

実
施

期
間

（
年

度
）

En
g.

K
od

do
sy

,
En

g.
M

ar
ad

ny
Ex

pe
rt 

in
 W

at
er

M
an

ag
em

en
t

水
管
理
計
画
が
作
成
さ
れ
る
。

(9
5%

)
70

%

①
水
管
理
計
画
（
案
）
を
作
成
す
る
。

En
g.

K
od

do
sy

,
En

g.
M

ar
ad

ny
Ex

pe
rt 

in
 W

at
er

M
an

ag
em

en
t

新
設
の
灌
漑
施
設
の
説
明
、

W
U

Fで
決
定
さ
れ
た
水
利
用

方
法
等
を
基
に
水
管
理
計
画
（
案
）
を
作
成
し
た
。

水
管
理
計
画
（
案
）
が
作
成
さ
れ
た
。

資
料
：
水
管
理
計
画
（
案
）

水
管
理
計
画
（
案
）
が
作
成
さ
れ
る

10
0%

②
水
管
理
計
画
を
修
正
す
る

En
g.

K
od

do
sy

,
En

g.
M

ar
ad

ny
Ex

pe
rt 

in
 W

at
er

M
an

ag
em

en
t

W
U

Fに
よ
る
水
管
理
に
関
す
る
活
動
の
レ
ビ
ュ
ー
を
行
っ

た
。

水
管

理
計
画
修
正
の
た
め
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。

水
管
理
計
画
が
修
正
さ
れ
る

(9
0%

)
40

%

En
g.

K
od

do
sy

,
En

g.
M

ar
ad

ny
Ex

pe
rt 

in
 W

at
er

M
an

ag
em

en
t

W
U

Fと
W

U
A
リ
ー
ダ
ー
へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
農
家

が
水
管
理
を
理
解
す
る

(9
7%

)
78

%

①
デ
リ
バ
リ
ー
キ
ャ
ナ
ル
の
水
管
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。

En
g.

K
od

do
sy

,
En

g.
M

ar
ad

ny
Ex

pe
rt 

in
 W

at
er

M
an

ag
em

en
t

灌
漑
技
術
者
、

W
U

F等
の
関
係
機
関
と
水
管
理
に
関
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
新
設
の
灌
漑
施
設
の
説
明
、

水
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
議
論
し
、
決
定
し
た
。

農
家
が
デ
リ
バ
リ
ー
キ
ャ
ナ
ル
レ
ベ
ル
の
水
管
理
を
理
解
し

た
。

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
資
料
：
「
水
管
理
計
画
」
に
添
付

農
家
が
デ
リ
バ
リ
ー
キ
ャ
ナ
ル
レ
ベ
ル
の
水
管
理
を
理
解
す

る
(9

0%
)

80
%

②
メ
ス
カ
の
水
管
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。

En
g.

K
od

do
sy

,
En

g.
M

ar
ad

ny
Ex

pe
rt 

in
 W

at
er

M
an

ag
em

en
t

い
く
つ
か
の
メ
ス
カ
で
バ
ル
ブ
間
の
灌
漑
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、

施
設
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た

農
家

が
メ
ス
カ
レ
ベ

ル
の
水

管
理

を
理

解
し
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
資
料
：
「
バ
ル
ブ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

農
家

が
メ
ス
カ
レ
ベ

ル
の
水

管
理

を
理

解
す

る
(1

00
%

)
60

%

③
灌
漑
施
設
の
操
作
・
維
持
管
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

En
g.

K
od

do
sy

En
g.

 M
ar

ad
ny

Ex
pe

rt 
in

 W
at

er
M

an
ag

em
en

t

ポ
ン
プ
の
操
作
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。

い
く
つ
か
の
メ
ス
カ
で
ポ
ン
プ
の
操
作
管
理
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を

実
施
し
た
。

農
家

が
メ
ス
カ
レ
ベ

ル
の
施

設
の
維

持
管

理
方

法
を
理

解
し
た
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
資
料
：
「
ポ
ン
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

農
家

が
メ
ス
カ
レ
ベ

ル
の
施

設
の
維

持
管

理
方

法
を
理

解
す
る

(1
00

%
)

95
%

En
g.

K
od

do
sy

,
En

g.
M

ar
ad

ny
Ex

pe
rt 

in
 W

at
er

M
an

ag
em

en
t

20
05
年
夏
作
時
の
水
管
理
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
エ
バ

リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

20
06
年
夏
作
時
の
水
管
理
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
エ
バ

リ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る
。

20
05
年
度
の
水
管
理
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
エ
バ
リ
ュ

エ
ー

シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
。

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
資

料
」

水
管

理
に
関

す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
エ
バ
リ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
が

実
施
さ
れ
る

(9
0%

)
75

%

  P
la

n 
   

   
   

   
   

   
   

   
  A

ct
ua

l
A

* 　
現
時
点
で
の
成
果

B
**
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
期
待
さ
れ
る
成
果

4)
メ
ス
カ
及

び
キ
ャ
ナ
ル
に
お

け
る
水

管
理

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
エ
バ
リ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

2)
水
管
理

計
画
を
作
成
す
る

3)
W

U
A
及
び

W
U

Fリ
ー
ダ
ー
へ
の
水
管
理
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

N
ot

es
: 

Pr
os

pe
ct

 o
f S

us
ta

in
ab

ili
ty

1-
1,

 灌
漑

施
設

の
施

工
管

理

1-
2,

 デ
リ
バ
リ
ー

キ
ャ
ナ
ル
と
メ
ス
カ
に
お

け
る
水

管
理

C
/P
は
写

真
、
記

録
票

に
よ
る
施
工
管
理
記
録
を
作
成
す
る
重
要
性
及
び
記
録
方
法
を
建
設
施
工
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
通
し
て
理
解
し
た
。
施
工
管
理
に
対
す
る
認

識
が
よ
り
高
ま
っ
て
く
る
と
、
こ
れ
ら
の
手

法
は
他

地
区

に
お

い
て
利

用
可

能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

C
/P
は
施

工
管

理
用

の
機

器
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
機

器
）
の
利

用
方

法
等

に
つ

い
て
、
建

設
施

工
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
通

し
て
理

解
し
た
。

工
事

調
整

委
員

会
に
よ
っ
て
工

事
に
関

す
る
農

家
の
要

望
の
調

整
、
工

事
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行

わ
れ
た
。
工

事
調

整
委

員
会

を
W

U
F、

W
U

Aと
別

に
設
立
す
る
よ
り
も
、

W
U

F及
び

W
U

Aを
工

事
着

手
前

に
設

立
し
、
工

事
調

整
委

員
会

の
機

能
を
付

与
す

る
方

が
、
よ
り
一

層
他

地
区

で
適

用
し
易

く
な
る
と
思

わ
れ

る
。

C
/P
は
、
必

要
要

水
量

の
算

定
方
法
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
れ
を
基
に
、
メ
ス
カ
に
お
け
る
灌
漑
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
で
き
る
様
に
な
っ
た
。
現
在
、
他
の

II
Pエ

リ
ア
か
ら
、
メ
ス
カ
の
灌

漑
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
作

成
依

頼
も
あ
り
、

C
/P
が
そ
れ

ら
の
地

域
で
灌

漑
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
作

成
指

導
を
行

っ
て
い
る
。
　
上

記
の

様
な
状

況
か
ら
、
こ
れ
ら
の
灌

漑
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
作

成
が
他

地
域

で
も
利

用
可

能
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

C
/P
は
、
ポ
ン
プ
の
操

作
管

理
に
関

す
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
重

要
性

に
つ

い
て
理

解
し
、
自
ら
ポ
ン
プ
の
操

作
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活

用
し
て
ポ
ン
プ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

っ
て
い
る
。
他

地
域

に
お

い
て
も
ポ
ン
プ
に
関

す
る
問

題
が
散

見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
手

法
は
、
他

地
域

で
も
有

益
な
も
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

C
/P
は
、
キ
ャ
ナ
ル
レ
ベ

ル
で
の
農
家
の
水
管
理
活
動
決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
（
新
設
の
灌
漑
施
設
の
役
割
の
説
明
、
政
府
職
員
等
関
係
機
関
と
の
協
力
）
や
活
動

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等

に
つ

い
て
十

分
理

解
し
た
。

2
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成
果

 2
: 農

民
水

利
組

織
の
組

織
化

手
法

が
改

善
さ
れ
る

A
/B

20
05

20
06

エ
ジ
プ
ト
側

日
本

側
活

動
実

績
活

動
成

果
 (A

)
(%

)

・
W

U
A
及

び
W

U
Fは

C
/P
と
共
に
活
動
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
経
験
を
積
み
、

結
果
と
し
て

W
U

A
及

び
W

U
Fの

強
化

に
つ

な
が
っ
た
。

W
U

A
及

び
W

U
Fの

自
立

発
展

性
が
増

大
す

る
。

(9
6%

)
76

%

En
g.

 ﾛ
ﾄﾌ

ｨｰ

En
g.

 ｱ
ﾃ
ﾞﾙ
　
ﾖ
ｰ
ｽ
ﾘｰ

En
g.

 ﾓ
ﾊ
ﾒ
ﾄﾞ
　
ｱ
ﾛ
ｱ

En
g.

 ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾏ
ｰ
ﾝ

農
民
水
利
組
織
専
門
家

・
W

U
A
と

W
U

Fの
運

営
強

化
の
た
め
の
支

援
を
行

っ
た
。

・
W

U
A

,W
U

Fの
活
動
を
行
う
能
力
が

O
JT

を
通
じ
て
強
化
さ
れ
た
。

W
U

A
と

W
U

F 
が
強

化
さ
れ
る
。

(1
00

%
)

85
%

En
g.

 ﾛ
ﾄﾌ

ｨｰ

En
g.

 ｱ
ﾃ
ﾞﾙ
　
ﾖ
ｰ
ｽ
ﾘｰ

En
g.

 ﾓ
ﾊ
ﾒ
ﾄﾞ
　
ｱ
ﾛ
ｱ

En
g.

 ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾏ
ｰ
ﾝ

農
民
水
利
組
織
専
門
家

・
C

/P
が

W
U

A
及
び

W
U

Fの
運
営
強
化
の
支
援
を
行
っ
た
。

・
C

/P
の
支
援
に
よ
り
、

W
U

A
及

び
W

U
Fの

活
動

が
強

化
さ
れ
た
。

W
U

A
及

び
W

U
Fの

活
動

が
強

化
さ
れ
る
。

(1
00

%
)

85
%

①
W

U
A
に
対

す
る
運

営
支

援

En
g.

 ﾛ
ﾄﾌ

ｨｰ

En
g.

 ｱ
ﾃ
ﾞﾙ
　
ﾖ
ｰ
ｽ
ﾘｰ

En
g.

 ﾓ
ﾊ
ﾒ
ﾄﾞ
　
ｱ
ﾛ
ｱ

En
g.

 ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾏ
ｰ
ﾝ

農
民
水
利
組
織
専
門
家

・
W

U
A
が
問
題
を
解
決
す
る
支
援
を
行
っ
た
。

・
工

事
調

整
委

員
会

と
共

に
W

U
A
が
工
事
を
監
督
す
る
支
援
を
行
っ
た
。

・
ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ
､工

事
、
ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ、
農

家
間

の
対

立
と
い
っ
た
問

題
が
解

決
さ
れ
た
。

W
U

A
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
が
修
正
さ
れ
る
。

(1
00

%
)

80
%

②
W

U
Fに

対
す

る
運

営
支

援

En
g.

 ﾛ
ﾄﾌ

ｨｰ

En
g.

 ｱ
ﾃ
ﾞﾙ
　
ﾖ
ｰ
ｽ
ﾘｰ

En
g.

 ﾓ
ﾊ
ﾒ
ﾄﾞ
　
ｱ
ﾛ
ｱ

En
g.

 ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾏ
ｰ
ﾝ

農
民
水
利
組
織
専
門
家

 ・
W

U
Fの

内
規
作
成
を
支
援
し
た
。

・
W

U
Fが

活
動
計
画
を
作
成
す
る
支
援
を
行
っ
た
。

・
 W

U
Fが

問
題
を
解
決
す
る
支
援
を
行
っ
た
。

・
 W

U
Fが

定
例
会
議
を
開
催
す
る
支
援
を
行
っ
た
。

・
W

U
Fが

覚
書
を
締
結
す
る
支
援
を
行
っ
た
。

・
W

U
Fの

内
規

の
作

成
、
修

正
が
行

わ
れ
た
。

・
W

U
Fが

活
動
計
画
を
作
成
し
た
。

・
工

事
や

ﾎ
ﾟﾝ
ﾌ
ﾟと
い
っ
た
問

題
が
解

決
さ
れ
た
。

・
W

U
Fが

毎
月
会
議
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
覚
書
が

W
U

Fと
エ
ジ
プ
ト
国

政
府

と
の
間

で
交

わ
さ
れ
た
。

W
U

F 
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
が
修
正
さ
れ
る
。

(1
00

%
)

90
%

En
g.

 ﾛ
ﾄﾌ

ｨｰ

En
g.

 ｱ
ﾃ
ﾞﾙ
　
ﾖ
ｰ
ｽ
ﾘｰ

En
g.

 ﾓ
ﾊ
ﾒ
ﾄﾞ
　
ｱ
ﾛ
ｱ

En
g.

 ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾏ
ｰ
ﾝ

農
民
水
利
組
織
専
門
家

・
研
修
と

O
JT

を
実
施
し
た
。

・
W

U
A
及

び
W

U
Fの

ﾘｰ
ﾀ
ﾞｰ
が
役
割
と
活
動
に
つ
い
て
理
解
し
た
。

W
U

A
及

び
W

U
Fの

ﾘｰ
ﾀ
ﾞｰ
が
研
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
組
織
の

役
割
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

(1
00

%
)

75
%

En
g.

 ﾛ
ﾄﾌ

ｨｰ

En
g.

 ｱ
ﾃ
ﾞﾙ
　
ﾖ
ｰ
ｽ
ﾘｰ

En
g.

 ﾓ
ﾊ
ﾒ
ﾄﾞ
　
ｱ
ﾛ
ｱ

En
g.

 ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾏ
ｰ
ﾝ

農
民
水
利
組
織
専
門
家

・
研
修
と

O
JT

を
実
施
し
た
。

・
研
修
と

O
JT

が
実

施
さ
れ
た
。

W
U

A
及

び
W

U
Fに

対
し
、
必
要
な
研
修
が
実
施
さ
れ
る
。

(1
00

%
)

75
%

①
W

U
A
及
び

W
U

Fの
ﾘｰ

ﾀ
ﾞｰ
に
対
す
る
適
切
な
組
織
運
営
に
関
す

る
研

修

En
g.

 ﾛ
ﾄﾌ

ｨｰ

En
g.

 ｱ
ﾃ
ﾞﾙ
　
ﾖ
ｰ
ｽ
ﾘｰ

En
g.

 ﾓ
ﾊ
ﾒ
ﾄﾞ
　
ｱ
ﾛ
ｱ

En
g.

 ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾏ
ｰ
ﾝ

農
民
水
利
組
織
専
門
家

・
W

U
A
及
び

W
U

Fの
ﾘｰ

ﾀ
ﾞｰ
に
対

し
、
適
切
な
組
織
運
営
に
関
す
る
ﾄﾚ

ｰ
ﾆ

ﾝ
ｸ
ﾞと

O
JT

が
実

施
さ
れ
た
。

・
研

修
ﾞﾃ
ｷ
ｽ
ﾄが

修
正

さ
れ
た
。

・
W

U
A
及

び
W

U
Fの

ﾘｰ
ﾀ
ﾞｰ
が
適
切
な
組
織
運
営
に
つ
い
て
理
解
し
た
。

研
修

資
材

が
修

正
さ
れ
る
。

W
U

A
及

び
W

U
Fの

ﾘｰ
ﾀ
ﾞｰ
が
適
切
な
組
織
運
営
に
つ
い
て

理
解

す
る
。

(1
00

%
)

75
%

②
W

U
A
及
び

W
U

Fの
ﾘｰ

ﾀ
ﾞｰ
に
対
す
る
適
切
な
経
理
運
営
に
関
す

る
研

修

En
g.

 ﾛ
ﾄﾌ

ｨｰ

En
g.

 ｱ
ﾃ
ﾞﾙ
　
ﾖ
ｰ
ｽ
ﾘｰ

En
g.

 ﾓ
ﾊ
ﾒ
ﾄﾞ
　
ｱ
ﾛ
ｱ

En
g.

 ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾏ
ｰ
ﾝ

農
民
水
利
組
織
専
門
家

・
W

U
A
の
ﾘｰ

ﾀ
ﾞｰ
に
対
し
、
適
切
な
経
理
に
関
す
る
ﾄﾚ

ｰ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞが

実
施
さ
れ

た
。

・
研

修
ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄが

修
正

さ
れ
た
。

・
W

U
A
及

び
W

U
Fの

ﾘｰ
ﾀ
ﾞｰ
が
適
切
な
経
理
に
つ
い
て
理
解
し
た
。

研
修

資
材

が
修

正
さ
れ
る
。

W
U

A
及

び
W

U
Fの

ﾘｰ
ﾀ
ﾞｰ
が
適
切
な
経
理
に
つ
い
て
理
解

す
る
。

(1
00

%
)

50
%

③
W

U
A
及
び

W
U

Fの
ﾘｰ

ﾀ
ﾞｰ
に
対
す
る
改
良
農
業
技
術
に
関
す
る

研
修

En
g.

 ﾛ
ﾄﾌ

ｨｰ

En
g.

 ｱ
ﾃ
ﾞﾙ
　
ﾖ
ｰ
ｽ
ﾘｰ

En
g.

 ﾓ
ﾊ
ﾒ
ﾄﾞ
　
ｱ
ﾛ
ｱ

En
g.

 ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾏ
ｰ
ﾝ

農
民
水
利
組
織
専
門
家

・
新
し
い
灌
漑
手
法
の
ﾃ
ﾞﾓ
ﾝ
ｽ
ﾄﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

を
を
砂
糖
大
根
を
用
い
て
行
っ
た
。

・
ﾃ
ﾞﾓ
ﾝ
ｽ
ﾄﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

圃
場
で
研
修
を
実
施
し
た
。

・
砂
糖
大
根
を
用
い
た
新
し
い
灌
漑
手
法
の
ﾃ
ﾞﾓ
ﾝ
ｽ
ﾄﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

の
結
果
に
つ

い
て
研
修
を
実
施
し
た
。

・
圃
場
水
管
理
ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
が
ｱ
ﾗ
ﾋ
ﾞｱ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。

 研
修

資
材

が
修

正
さ
れ
る
。

W
U

A
及

び
W

U
Fの

ﾘｰ
ﾀ
ﾞｰ
が
改
善
さ
れ
た
農
業
技
術
に
つ

い
て
理
解
す
る
。

10
0%

1)
W

U
A
及
び

W
U

Fに
対

す
る
運

営
支

援

2-
2.

 W
U

A
及
び

W
U

Fの
ﾘｰ

ﾀ
ﾞｰ
に
対
す
る
研
修

1)
W

U
A
及
び

W
U

Fに
対

す
る
組

織
運

営
の
研

修

ﾌ
ﾟﾛ
ｼ
ﾞｪ
ｸ
ﾄの

活
動

状
況

最
終

到
達

目
標

 (B
)

2.
 農

民
水

利
組

織
 (W

U
A

&
W

U
F)
の
強

化

2-
1.

 W
U

A
及
び

W
U

Fの
運

営

活
動

実
施

時
期

 (年
度

)
責

任
者
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成
果

 2
: 農

民
水

利
組

織
の
組

織
化

手
法

が
改

善
さ
れ
る

A
/B

20
05

20
06

エ
ジ
プ
ト
側

日
本

側
活

動
実

績
活

動
成

果
 (A

)
(%

)

ﾌ
ﾟﾛ
ｼ
ﾞｪ
ｸ
ﾄの

活
動

状
況

最
終

到
達

目
標

 (B
)

活
動

実
施

時
期

 (年
度

)
責

任
者

En
g.

 ﾛ
ﾄﾌ

ｨｰ

En
g.

 ｱ
ﾃ
ﾞﾙ
　
ﾖ
ｰ
ｽ
ﾘｰ

En
g.

 ﾓ
ﾊ
ﾒ
ﾄﾞ
　
ｱ
ﾛ
ｱ

En
g.

 ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾏ
ｰ
ﾝ

農
民
水
利
組
織
専
門
家

・
W

U
A
及
び

W
U

Fの
活

動
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評

価
が
行

わ
れ
た
。

・
W

U
A
及

び
W

U
Fの

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞ、
評
価
が
質
問
表
や
ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮｯ
ﾌ
ﾟに

よ
り
行

わ
れ
た
。

W
U

A
及

び
W

U
Fの

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞ、
評

価
が
行

わ
れ
る
。

(8
9%

)
67

%

En
g.

 ﾛ
ﾄﾌ

ｨｰ

En
g.

 ｱ
ﾃ
ﾞﾙ
　
ﾖ
ｰ
ｽ
ﾘｰ

En
g.

 ﾓ
ﾊ
ﾒ
ﾄﾞ
　
ｱ
ﾛ
ｱ

En
g.

 ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾏ
ｰ
ﾝ

農
民
水
利
組
織
専
門
家

・
W

U
A
及
び

W
U

Fの
活

動
の
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞ、
評

価
が
行

わ
れ
た
。

・
W

U
A
の
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞｼ
ｰ
ﾄが

作
成
さ
れ
た
。

・
 W

U
Fが

実
際
に
行
っ
て
き
た
活
動
を
基
に
活
動
計
画
を
再
検
討
し
た
。

W
U

A
及

び
W

U
Fの

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ
ﾙ
が
作
成
さ
れ
る
。

(8
9%

)
67

%

①
W

U
A
及
び

W
U

Fの
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

En
g.

 ﾛ
ﾄﾌ

ｨｰ

En
g.

 ｱ
ﾃ
ﾞﾙ
　
ﾖ
ｰ
ｽ
ﾘｰ

En
g.

 ﾓ
ﾊ
ﾒ
ﾄﾞ
　
ｱ
ﾛ
ｱ

En
g.

 ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾏ
ｰ
ﾝ

農
民
水
利
組
織
専
門
家

・
第

1工
事
の
地
域
に
て
、
質
問
表
を
用
い
た
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞが

水
管
理
ｾ
ｸ
ｼ
ｮﾝ

、

短
期

専
門

家
の
協

力
の
下

行
わ
れ
た
（

20
05
年
）
。

・
第

1,
2工

事
地
域
の
た
め
の
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞｼ
ｰ
ﾄが

作
成
さ
れ
た
（

20
06
年
）
。

・
W

U
Fの

活
動
が

W
U

F、
C

/P
、
政
府
職
員
と
共
に
再
検
討
し
修
正
さ
れ
た
。

・
第

1工
事
地
区
で
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞを

実
施
し
た
。

・
W

U
Fが

そ
の
弱
点
と
長
所
を
確
認
し
た
。

・
W

U
Fが

夏
作
前
に
活
動
計
画
を
作
成
し
、
夏
作
後
に
実
際
に
行
っ
て
き
た

活
動
を
基
に
活
動
計
画
の
見
直
し
を
行
な
っ
た
。

W
U

A
と

W
U

Fの
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞ、
評

価
が
行

わ
れ
る
。

(8
9%

)
67

%

②
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結

果
の
評

価
、
分

析

En
g.

 ﾛ
ﾄﾌ

ｨｰ

En
g.

 ｱ
ﾃ
ﾞﾙ
　
ﾖ
ｰ
ｽ
ﾘｰ

En
g.

 ﾓ
ﾊ
ﾒ
ﾄﾞ
　
ｱ
ﾛ
ｱ

En
g.

 ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾏ
ｰ
ﾝ

農
民
水
利
組
織
専
門
家

・
W

U
A
の
活
動
を
評
価
す
る
た
め
に
質
問
表
の
結
果
の
分
析
を
行
っ
た

（
20

05
年
）
。

・
夏
作
の
活
動
の
見
直
し
の
後
、

W
U

Fの
活
動
に
必
要
な
対
応
策
の
検
討
と

活
動
計
画
の
修
正
が
な
さ
れ
た
。

・
W

U
A
の
研

修
ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄが

修
正

さ
れ
た
。

・
研
修
に
十
分
な
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
今
ま
で
一
緒
に
行
っ
て
い
た
ﾊ
ﾞ

ﾙ
ﾌ
ﾞｽ
ｹ
ｼ
ﾞｭ
ｰ
ﾙ
と
ｱ
ﾄﾞ
ﾐﾆ

ｽ
ﾄﾚ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

の
研
修
を
分
け
て
行
う
よ
う
に
し
た
。

・
W

U
Fが

活
動
の
見
直
し
を
行
っ
た
後
、
活
動
計
画
を
修
正
し
た
。

W
U

A
と

W
U

Fの
問

題
が
分

析
さ
れ
る
。

(8
9%

)
67

%

③
改

善
の
た
め
の
対

応
策

の
実

施

En
g.

 ﾛ
ﾄﾌ

ｨｰ

En
g.

 ｱ
ﾃ
ﾞﾙ
　
ﾖ
ｰ
ｽ
ﾘｰ

En
g.

 ﾓ
ﾊ
ﾒ
ﾄﾞ
　
ｱ
ﾛ
ｱ

En
g.

 ｱ
ﾌ
ﾞﾄ
ﾞﾗ
ﾊ
ﾏ
ｰ
ﾝ

農
民
水
利
組
織
専
門
家

・
W

U
A
の
問

題
点

を
改

善
す

る
た
め
に
必

要
な
活

動
が
検

討
さ
れ
た
（

20
05

年
）
。

・
修
正
さ
れ
た
活
動
計
画
に
沿
っ
て
活
動
す
る
よ
う

W
U

Fを
支
援
し
た
。

・
W

U
Fが

今
ま
で
行
っ
て
き
た
活
動
に
よ
り
得
ら
れ
た
経
験
や
修
正
さ
れ
た
活

動
計
画
を
基
に

W
U

Fの
内
規
を
修
正
し
た
。

・
W

U
A
と

W
U

Fの
活

動
が
改

善
し
た
。

・
W

U
Fの

内
規

が
修

正
さ
れ
た
。

W
U

A
と

W
U

Fの
活

動
が
改

善
さ
れ
る
。

(8
9%

)
67

%

  P
la

n 
   

   
   

   
   

   
   

   
  A

ct
ua

l
N

ot
es

: 

2-
2,

 W
U

A
及

び
W

U
Fの

ﾘｰ
ﾀ
ﾞｰ
に
対

す
る
研

修
C

/P
は
研
修
や
ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮｯ
ﾌ
ﾟを

ど
の
様
に
行
っ
て
い
け
ば
良
い
か
に
つ
い
て
、
能
力
を
改
善
さ
せ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
講
義
形
式
の
一
方
向
の
研
修
だ
け
で
な
く
、

O
JT

や
ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮｯ
ﾌ
ﾟと
い
っ
た
双
方
向
性
の
研
修
に
つ
い
て
も
そ
の
重
要
性
を
理
解
し
た
。

2-
3,

 W
U

A
及

び
W

U
Fに

対
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評

価
C

/P
は
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞ項

目
の
設
定
、
質
問
表
の
作
成
、
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞの

実
施
、
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
の
分
析
と
い
っ
た
活
動
に
つ
い
て
経
験
を
積
み
理
解
し
た
。
ま
た
、
ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮｯ
ﾌ
ﾟを

通
じ
て
の
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞ、
評
価
に
つ
い
て
も
理
解
し
た
。

C
/P
は
、
こ
れ
か
ら
、
こ
の
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘﾝ

ｸ
ﾞ、
評
価
の
活
動
を
ど
の
様
に
し
て
自
分
達
だ
け
で
継
続
し
て
い
け
る
か

を
考
え
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。

1)
W

U
A
及
び

W
U

Fに
対

す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評

価
の
実

施

自
立

発
展

の
見

通
し

2-
1,

 W
U

A
及

び
W

U
Fの

運
営

C
/P
は
ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ
､工

事
、
施
設
引
渡
し
後
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
農
家
が
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
し
た
。
ま
た
、

W
U

A
や

W
U

Fが
内
規
を
作
成
し
、
問
題
を
解
決
し
、
活
動
を
強
化
し
て
い
く
際
に
ど
の
様

に
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
け
ば
良
い
か
を
、
ﾌ
ﾟﾛ
ｼ
ﾞｪ
ｸ
ﾄの

活
動
を
通
じ
て

C
/P
は
能
力
を
改
善
し
て

い
っ
た
。

C
/P
は
、
こ
の
ﾌ
ﾟﾛ
ｼ
ﾞｪ
ｸ
ﾄで

得
ら
れ
た
成
果
を
他
の
地
域
に
普
及
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
様
に
し
て
彼
ら
の
経
験
を
生
か
し
て
い
け
ば
良
い
か
考
え
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。

2-
3.

 W
U

A
及
び

W
U

Fに
対

す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評

価
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成
果

 4
: プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
や

成
果

が
政

府
職

員
に
適

切
に
紹

介
さ
れ
る

20
06

年
9月

1日
現

在

A
/B

20
05

20
06

エ
ジ
プ
ト
側

日
本

側
活

動
実

績
活

動
成

果
 (A

)
(%

)

改
善

手
法

が
研

修
を
通

じ
て
政

府
職

員
に
紹

介
さ
れ
る
。

(9
2%

)
78

%

Pr
oj

ec
t M

an
ag

er
C

/P
s

C
hi

ef
 A

dv
is

or

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活

動
と
成

果
が
政

府
職

員
に
紹

介
さ
れ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活

動
と
成

果
が
政

府
職

員
に
紹

介
さ
れ
る
。

(9
2%

)
78

%

Pr
oj

ec
t M

an
ag

er
C

/P
s

C
hi

ef
 A

dv
is

or

研
修
資
料
が
作
成
さ
れ
た
。
日
本
人
専
門
家
が
英
語
版
の
資
料
を

C
/P
が
ア
ラ
ビ
ア
語
版
の
資
料
を
作
成
し
た
。
そ
れ
ら
の
資
料
は
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
用

い
ら
れ
た
。

研
修

資
料

が
作

成
さ
れ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修

で
用
い
ら
れ
る
。

10
0%

①
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
コ
ー
ス
の
年
次
計
画
の
作
成

Pr
oj

ec
t M

an
ag

er
C

/P
s

C
hi

ef
 A

dv
is

or

年
度
の
始
め
に
エ
ジ
プ
ト
国
側
と
日
本
国
側
と
が
一
緒
に
検
討
し
、
年

次
研

修
計

画
が
立

て
ら
れ
た
。

年
次

研
修

計
画

が
作

成
さ
れ
た
。

年
次
研
修
計
画
を
基
に
研
修
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ

た
。

年
次

研
修

計
画

が
作

成
さ
れ
る
。

10
0%

②
各
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
の
た
め
の
英
語
版
又
は
ア
ラ
ビ
ア
語
版

の
資
料
作
成

C
/P

s
A

ll 
Ex

pe
rts

各
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
他
、
英
語
版
又

は
ア
ラ
ビ
ア
語

版
の
資

料
が
作

成
さ
れ
、
配

布
さ
れ
た
。

研
修

の
資

料
や

技
術

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
英

語
又

は
ア
ラ
ビ
ア
語

で
作

成
さ
れ
た
。

英
語

又
は
ア
ラ
ビ
ア
語

の
研

修
資

料
が
作

成
さ
れ
る
。

10
0%

Pr
oj

ec
t M

an
ag

er
C

/P
s

C
hi

ef
 A

dv
is

or

研
修
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
。

研
修

資
料

が
配

付
さ
れ
、
適

切
に
保

管
さ
れ
た
。

し
か
し
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
評
価
の
た
め
の
会
議

は
開

か
れ
て
い
な
い
。

政
府
職
員
に
改
善
手
法
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
を
実
施
す

る
。

実
施

さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー

や
研

修
が
適

切
に
記

録
さ
れ
る
。

C
/P
が
セ
ミ
ナ
ー
及
び
研
修
を
絶
え
ず
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
す
る
。

(9
0%

)
80

%

①
C

/P
の
研
修
実
施

C
/P

s
A

ll 
Ex

pe
rts

専
門
家
が
講
義
や

O
JT

形
式

で
C

/P
に
研
修
を
行
っ
た
。

C
/P
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
講
義
を
行
っ
た
。

C
/P
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

C
/P
が
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
を
実
施
す
る
。

(9
0%

)
85

%

②
政
府
職
員
へ
の
研
修
実
施

Pr
oj

ec
t M

an
ag

er
C

/P
s

C
hi

ef
 A

dv
is

or

政
府
職
員
を
対
象
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
４
回
実
施
さ
れ
た
。

参
加
者
は
延
べ

12
6人

で
あ
っ
た
。

研
修

資
料

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
配

布
さ
れ
、
実

際
に
利

用
し
て
も
ら
う
た

め
に
要

請
が
あ
れ
ば

フ
ァ
イ
ル
も
渡

さ
れ
た
。

し
か
し
、

W
U

F支
援
の
活
動
が
忙
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
間
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
来
年

1月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

果
を
ま
と
め
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予
定
。

政
府
職
員
の
実
用
的
な
能
力
が
向
上
し
た
。

政
府
職
員
の
実
用
的
な
能
力
が
向
上
す
る
。

(9
0%

)
75

%

Pr
oj

ec
t M

an
ag

er
C

/P
s

C
hi

ef
 A

dv
is

or

初
年
度
の
年
次
レ
ポ
ー
ト
が
作
成
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
提

出
さ
れ
た
。

年
次

レ
ポ
ー

ト
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

に
提

出
さ
れ
る
。

(8
5%

)
55

%

①
各
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
に
対
す
る
評
価

C
/P

s
A

ll 
Ex

pe
rts

研
修

に
つ

い
て
の
評

価
会

は
開

催
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
代

わ
る
も

の
と
し
て
研
修
を
担
当
し
た

C
/P
と
専
門
家
の
間
で
個
別
打
合
せ
が
行

わ
れ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー

か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
開

催
し
、
ま
た
、

C
/P

sの
国
外
研
修
の
機
会
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
い
う
提

案
が
あ
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー

や
研

修
の
改

善
に
つ

い
て
提

案
が
な
さ
れ
る
。

(7
0%

)
60

%

②
年
次
研
修
評
価
会
の
開
催
と
報
告
書
の
提
出

Pr
oj

ec
t M

an
ag

er
C

/P
s

C
hi

ef
 A

dv
is

or

初
年

度
の
研

修
報

告
書

が
作

成
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
･サ

イ
ト
･マ

ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
間
で

1回
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
間
で

1回
、
計

2回
会

議
が
行

わ
れ

た
。

初
年
度
の
研
修
レ
ポ
ー
ト
が
作
成
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
提

出
さ
れ
た
。

第
2年

度
の
研

修
レ
ポ
ー

ト
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
直

前
に
提

出
さ
れ
る

予
定

。

年
次

研
修

報
告

が
作

成
さ
れ
る
。

(1
00

%
)

50
%

  P
la

n 
   

   
   

   
   

   
   

   
  A

ct
ua

l

3-
1.
政

府
職

員
に
対

す
る
セ
ミ
ナ
ー

、
研

修
C

/P
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
改

善
手

法
の
有

効
性

に
つ

い
て
理

解
し
て
い
る
。

C
/P
は
政
府
職
員
に
対
し
て
も
講
義
す
る
経
験
を
十
分
積
ん
だ
。
し
か
し
、
彼

ら
自

身
で
研

修
資

料
を
準

備
す

る
こ
と
を
習

得
す

べ
き
で
あ
る
。

N
ot

es
: 

1)
各
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
の
た
め
の
資
料
作
成

2)
実
用
的
な
能
力
向
上
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
の
開
催

3)
評
価
会
の
開
催
と
研
修
レ
ポ
ー
ト
の
提
出

自
立

発
展

の
見

通
し

Pr
og

re
ss

 o
f t

he
 P

ro
je

ct
最

終
到

達
目

標
 (B

)

3.
 政

府
職

員
の
能

力
向

上

3-
1.
政
府
職
員
に
対
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修

項
目

実
施

時
期

 (年
度

)
担

当
者
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 1

カウンターパート向け質問票の回答集計（20 名分） 
（回答数を括弧内に記入し、またコメントを記入した。） 

Summary of Answer to Questionnaire to Counterpart Personnel 
The Water Management Improvement Project in the Nile Delta  

Final Evaluation (on Extended Period of the Project) 
 

Questions for Five Evaluation Criteria 

1. Relevance 
1.1 Were the techniques and methods transferred under the Project appropriate for the water management 

improvement at the project site in general?  
( 8  ) a. Very appropriate,  
( 12 ) b. Appropriate,  
( 0  ) c. Not appropriate so much 
 
→（コメント等） 
13  I think this the only way (the techniques and method transferred) to built farmers trust to the government 

and increase government credibility, for effective and efficient implementation and dissemination of water 
management projects.  

 
2. Effectiveness 
2.1 Project Purpose 
(1) How do you evaluate achievement of the Project Purpose in general, i.e. “Improved methods for the efficient 
and effective implementation of the IIP based on the full scale farmers' participation are verified in the project 
area.”?  
( 5  ) It will be achieved fully by the end of the Project (February 2007). 
( 12 ) It will be achieved mostly by the end of the Project. 
( 3 ) It will be achieved to some extent by the end of the Project. 
( 0 ) It is difficult to be achieved by the end of Project period. 
 
→ （コメント等） 
13  Only if full time counterpart assigned all the time up to the end of the project.  
17  Only if full time counterpart assigned all the time up to the end of the project.  
20  Some extension needed for training monitoring and evaluate WUF, WUA activities to be able to 

sustainability.  
 
2.2 Has enough Egyptian counterpart personnel engaged in the sector related to water management or 
agriculture in the project area during the extended project period (from March 2005 up to now)?  
( 19 ) Yes, enough number of Egyptian counterpart personnel has engaged.  
( 1 ) No, number of Egyptian counterpart personnel was not enough.  
 
→ （コメント等） 
20 The number of counterpart enough but some of them needs more experience.  
 
2.3 How the delay of construction of some irrigation facilities in the project area hampered to the achievement of 
the Project Purpose?  
( 2 ) It hampered significantly to the achievement the Project Purpose.  
( 9) It hampered some extent to the achievement the Project Purpose. 
( 9 ) It did not hamper so much.  
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 2

→ （コメント等） 
2      As the delay of construction of some irrigation facilities led to the delay of some activities such as 

training of farmers and monitoring & evaluation activities  
13  Relatively World Bank area there is no sever delay of construction 
17  Relatively to World Bank area there is no severe delay of construction.  
20  Some activities delay as monitoring and evaluate water management activities along canal and activities 

of WUA, WUF.  
 
2.4 What are the major factors that facilitated and/or hampered the achievement of the Project Purpose? 

 (1) Facilitating Factors: 
1-1  New approach of establishment of WUA & WUF 
1-2  Quality of Construction 
1-3  Training process 
2-1    Well design and clear definition of the project design matrix 
2-2    Good coordination & great cooperation between the Egyptian and the Japanese sides 
3-1  Good coordination between the Egyptian staff and Japanese staff 
3-2  Hospitality of the decision makers in the MWRI.  
5-1  New Tec. Equipment 
5-2  Training 
6-1  Good planning and design 
6-2  Strong WUA 
7-1  Good communication between the Egyptian side and Japanese side  
7-2  Immediately solving of problems that may occurs.  
8-1  Existing strong WUA and WUF 
8-2  Quality of construction 
9  Quality of construction 
10-1  Project staff (both Japanese and Egyptian) keen to apply full-scale farmers’ participation. 
10-2  Applying continuous flow during construction phase 
11-1  Project staff (both Japanese and Egyptian) keen to apply full-scale farmers’ participation. 
11-2  Applying continuous flow during construction phase 
12-1  Strong WUA (beside training for farmers & staff) 
12-2  Good quality for construction 
13-1  Insisting by project staff (both Japanese and Egyptian) to apply full-scale farmers’ participation. 
13-2  Applying continuous flow during construction phase.  
14-1  Good feasibly study 
14-2  Good monitoring for project.  
15-1  Good feasibility study 
15-2  Good monitoring system 
16-1  Collecting 2/3 agreement  
16-2  Farmers participation in all stages (design, construction) 
17-1  Insisting by project staff (both Japanese and Egyptian) to apply full-scale farmers’ participation. 
17-2  Applying continuous flow during construction phase. 
17-3  Effectively use of equipment (cars and so on) 
20-1  Main counterpart understood the project purpose and some supporting from governmental organization. 
20-2  Farmers cooperation not all but farmers understood the Project will  
20-3  Cooperation between counterparts and Japanese exerts.  
 

(2) Hampering Factors: 

166



 

 3

1-1  Delay of construction time schedule 
1-2  Land leveling not applied everywhere 
1-3  Objections from some farmers 
2-1    Delay in construction which led to delay of some other activities 
2-2    Difficulties in coordination of farmers’ requests for the construction works 
4  The machine (land leveling machine) wasn’t functioning very well.  
5-1  Construction delay 
5-2  Opposition of farmers 
6-1  If there is some problems between farmers 
6-2  If there is an objection from farmers on planning 
8-1  Weak WUAs 
8-2  Delay and bad construction  
9  Delay of construction  
10-1  Up stream farmers’ complain over the project. 
10-2  Pump maintenance problems and illegal pumps 
11-1  Up stream farmers’ complain over the project. 
11-2  Pump maintenance problems and illegal pumps 
12-1  Delay of construction 
12-2  If no cooperation between farmers & WUA 
12-3  If no land leveling 
13-1  Up stream farmers’ objection over the project 
13-2  Pump maintenance problems and illegal pumps 
16-1  Up stream owners demonstration 
16-2  Maintenance problems of pumps 
17-1  Up stream farmers’ obstructions over the project 
17-2  Pump maintenance problems and illegal pumps 
20-1  Delay of construction 
20-2  Some farmers’ obstruction the project.  
 
2.5 Outputs of the Project 
(1) What is the achievement of the Output 1? 
(Output 1: Implementation method for improvement of irrigation facilities is improved.) 
( 8  ) It is achieved already. 
( 6  ) It will be achieved by the end of the Project period (February 2007). 
( 5  ) It will be achieved mostly by the end of the Project period. 
( 1  ) It is difficult to be achieved by the end of Project period. 
 
→（コメント等） 
2    Appropriate water management is achieved but farmers’ training was delayed. Hence、it is recommended 

to be continued after the end of the project 
11  Only if full time counterpart assigned all the time up to the end of the project.  
13  Only if full time counterpart assigned all the time up to the end of the project. 
17  Only if full time counterpart assigned all the time up to the end of the project. 
 
(2) What is the achievement of the Output 2? 
(Output 2: Formulation method for farmers' water management organization is improved) 
( 9  ) It is achieved already. 
( 8 )  It will be achieved by the end of the Project period (February 2007). 
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( 3  ) It will be achieved mostly by the end of the Project period. 
( 0  ) It is difficult to be achieved by the end of Project period. 
 
→（コメント等） 
2   As C/Ps understood the importance of farmers’ participation in planning, construction. They can assist 

WUA&WUF management in making regulation and solving problems. They can conduct training for 
WUA and WUF. They can utilize their experience for another area to disseminate the project outcome. 

11  Only if full time counterpart assigned all the time up to the end of the project.  
13  Only if full time counterpart assigned all the time up to the end of the project. 
17  Only if full time counterpart assigned all the time up to the end of the project. 
20  But this method needs more time to follow up and supporting 
 
(3) What is the achievement of the Output 4? 
(Output 4: Project activities and results are introduced to governmental staff properly.) 
( 6  )  It is achieved already. 
(12  )  It will be achieved by the end of the Project period (February 2007). 
( 2  )  It will be achieved mostly by the end of the Project period. 
( 0  )  It is difficult to be achieved by the end of Project period. 
 
→ （コメント等） 
11  Only if full time counterpart assigned all the time up to the end of the project.  
13  Only if full time counterpart assigned all the time up to the end of the project. 
17  Only if full time counterpart assigned all the time up to the end of the project. 
 

3．Efficiency 
3.1 Inputs  
Inputs by Japanese Side 
3.1.1 Were Japanese experts dispatched for the Project appropriate for the extended period (from March 2005 up 

to now)? 
a. Long term experts 

 Very appropriate Appropriate Not appropriate 
Number of experts 9 11 0 
Field of specialty 6 14 0 
Technical capability 14 6 0 
Communication ability 8 12 0 

 
→（コメント等） 

1  At same times the field was in need to additional number of experts. 
13  It was better to keep the agronomist Youshi san these two years.  
20  High cooperation 

 
b. Short term experts 

 Very appropriate Appropriate Not appropriate No answer 
Number of experts 6 12 0 2 
Field of specialty 7 11 0 2 
Timing of dispatch 5 13 0 2 
Period of dispatch 5 12 1 2 
Technical capability 12 6 0 2 
Communication ability 3 15 0 2 
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→（コメント等） 
13  It was better to increase number of experts.  
17  It was better to increase number of experts. 
 

3.1.2 Was provision of machinery and equipment appropriate for the extended period (from March 2005 up to 
now)? 

 Very appropriate Appropriate Not appropriate No answer 
Kind of equipment 3 11 0 6 
Quantity of equipment 4 10 0 6 
Timing of provision 3 11 0 6 

 
→（コメント等） 

3  No machine and equipment was provided.  
7  We did not receive any machinery or equipment during the period from March 2005 will now.  
10  There were not enough equipment delivered from March 2005.  
11  There were not enough equipment delivered from March 2005. 

 
3.1.3 Were trainings of counterpart personnel in Japan appropriate for the extended period (from March 2005 
up to now)?  

 Very appropriate Appropriate Not appropriate No answer 
Number of trainee 2 11 6 1 
Timing of training 5 11 3 1 
Duration of training  6 9 4 1 
Contents of training 10 7 2 1 

 
→（コメント等） 

10  It was important to increase number of training courses in Japan to enhance CPs capabilities.  
11  It was important to increase number of training courses in Japan to enhance CPs capabilities. 
13  It was better to increase number of training courses in Japan to enhance their capabilities. 
17  It was better to increase number of training courses in Japan to enhance their capabilities. 
18  I was not involved in this activity.  
19  I was not involved in this activity. 

 
3.1.4 Do you have good communication with your Japanese Expert? 

( 13 ) Yes, I have very good communication. 
( 6 ) to some extent   
( 0 ) not so good 
( 0 ) No answer 

 
Inputs by Egyptian side 

3.1.5 Were inputs by Egyptian side for the Project appropriate for the extended period (from March 2005 up to 
now)? 
  Very appropriate Appropriate Not appropriate No answer

Quantity, 
Size 

4 16 0 0 Land, building and 
facilities 

Quality 5 14 0 1 
Number 12 7 0 1 Counterpart personnel 
Quality 10 10 0 0 
Number 8 12 0 0 Administrative and 

supporting staff Quality 5 13 0 2 
Amount 13 7 0 0 Budgetary allocation 
Timing 13 6 0 1 

169



 

 6

 →（コメント等） 
1  This part of evaluation depends on 1 visit and all reports contents (from both Japanese and Egyptian 

sides) 
 
3.1.6 Inputs by Egyptian side and Japanese side above-mentioned (human resources, equipment and financial 
resources) have been utilized effectively? 

( 11 ) Very effective 
( 9 ) Effective to some extent   
( 0 ) Not so effective 

 
3.2 Is Joint Steering Committee functioning well? 
 Yes, very well. To some extent. Not functioning well. No answer 
(1) Problem solution 18 2 0 0 
(2) Decision making 17 1 0 2 
 
3.3 Is Joint Site Coordinating Committee functioning well? 
 Yes, very well. To some extent. Not functioning well. 
(1) Problem solution 14 4 2 
(2) Decision making 11 7 2 
→（コメント等）  
18  I was not involved.  
19  I was not involved. 
 
3.4 Are other regular meetings among Egyptian counterparts and Japanese experts functioning well? 
 Yes, very well. To some extent. Not functioning well. 
(1) Problem solution 16 4 0 
(2) Decision making 16 4 0 
 
3.5 How was coordination on the Project activities with other concerned sections/groups of IIS (Irrigation 
Improvement Sector of the Ministry)?  
( 18) It was very well. 
( 2 ) It was well to some extent. 
( 0 ) It was not so well.  
 
3.6 Are there any major factors that facilitated and/or hampered the Efficiency of the Project? 
Facilitating Factors: 
2-1    Great cooperation & Well coordination between the Japanese & Egyptian parties 
2-2    The important role of the Joint Steering Committee in making decisions and solving problems during the 

implementation of the project 
2-3    Provision of appropriate machinery & equipment 
2-4    The Japanese experts’ experience and technical capabilities 
3-1  The transfer of technology between the Japanese side and Egyptian side and more experience for 

Egyptian staff 
4  The land leveling machine wasn’t well functioned.  
5  Training  
6-1  Plan and design  
6-2  WUA 
7  Transferring technical experiences of the Japanese Experts in the different fields of the Project. 
8-1  Quality of construction (irrigation structure and pumps) 
8-2  Sustainability of WUF 
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10-1  Good cooperation with other organizations 
10-2  Continuous flow  
11-1  Good cooperation with other organizations 
11-2  Continuous flow  
13-1  Good relation between CPs and Japanese expert 
13-2  Continuous flow 
16-1  Good communication between C/Ps and expert  
16-2  Project staff keen to apply participation concept 
17-1  Good communication between CPs and Japanese expert 
17-2  Continuous flow 
20-1  Some mesqas handover to farmers and work well 
20-2  Establishment WUF and join in activities of project 
 
Hampering Factors: 
1  Financial systems and WUAs to guarantee O/M process 
2-1    Construction problems 
2-2    Conflicts among farmers 
3-1  Contractor’s delay in implementation phase 
3-2  Few delay for administrative regulations 
3-3  Objection of some farmers 
5  Construction delay 
6-1  Bad design 
6-2  Understanding between WUA 
7-1  Delay of some of the contractors in the implementation (construction) 
7-2  Objection of some farmers for the Project in the begging of the Project. 
8  Quality of construction not well 
10-1  Farmers didn’t accept pumps quality 
10-2  No enough training 
11-1  Bad maintenance of the pumps. 
11-2  No enough training 
13-1  Bad maintenance of the pumps 
13-2  No sufficient training to field agents and agriculture engineer.  
16-1  US farmers complain 
16-2  Illegal pumps 
16-3  Bad maintenance of the pump 
16-4  No sufficient training to field agent and agriculture engineers 
17-1  Bad maintenance of the pumps 
17-2  No enough training 
18 I have not any so sufficient training to field agents and agriculture engineers.  
19 I have not any so sufficient training to field agents and agriculture engineers. 
20-1  Pump problems 
20-2  Maintenance of pump and irrigation facilities.  
 
 

４. Impacts 
4.1 Overall Goal and Intermediate Goal 
(1) Is there expectation to achieve the Overall Goal “Improved methods for the efficient and effective 
implementation of the IIP are disseminated in the Nile Delta, accompanied by an increase of agricultural 
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productivity and the farmers' net income” by the year 2017 in a certain districts of Bahr Tera?  
( 7 ) It will be achieved surly, even if JICA cooperation is terminated.  
( 5 ) It will be achieved to some extent, even if JICA cooperation is terminated.  
( 7 ) It is difficult to be achieved Overall Goal, if JICA cooperation is terminated. 
( 1 ) No answer 
 
→ （コメント等）  
1.  But depending on evaluation results and spreading the methodology of the Project to the others (Gov. & 

farmers) before achieving the project in the other areas.  
2.   Questionnaire to the CPs of WMIP 
10  We need more techniques to be transferred from Japanese side for dissemination of the project. 
11  We need more techniques to be transferred from Japanese side for dissemination of the project. 
13  We need more techniques to be transferred from Japanese side for dissemination of the project. 
16  Because project concepts transferred only few counterparts and not decision makers 
17  We need more techniques to be transferred from Japanese side for dissemination of the project. 
19  Because the concept of the project transferred only few counterparts not to decision makers. 
20  Our government doesn’t have enough budget to disseminate this project in the Nile Delta and for large 

scale area we need some techniques.  
 
(2) Is there expectation to achieve the Intermediate Goal “Improved methods for the efficient and effective 
implementation of the IIP raise irrigation efficiency and agricultural productivity in the project area.” by 
the year 2012 (within five years after the end of the Project)? 
( 12 ) It will be achieved surly, even if JICA cooperation is terminated.  
( 6 ) It will be achieved to some extent, even if JICA cooperation is terminated.  
( 0 ) It is difficult to be achieved Overall Goal, if JICA cooperation is terminated. 
( 2 ) No answer 
 
→（コメント等）  
18  Because the concept of the project transferred only few counterparts not to decision makers.  
 
4.2  Are there any positive or negative impact produced by the Project?  If there are, please describe below.  
１  For farmers: pump (O/M) cost saving, land saving, reduction of the time of irrigation 
   For Gov.: Water saving, management transfer 
2    There are some positive impacts such as less irrigation time and cost, water availability, fair water 

distribution among farmers and farmers‘ satisfaction 
3  Positive Impact: (1) Equality of water distribution in the Mesqa, (2) Positive impact in the environmental 

and water quality 
5  Positive impact: (1) The water reach to the end of canal, (2) Enhance the involvement 
6  Adequately distribution, save water, and save time 
7  Positive impact: (1) Fair water distribution among farmers, (2) Increase the water quality in the canal and 

increase of the efficiency of water delivery to the end.  
12  Positive impact: (1) Reduce cost of irrigation, (2) Reduce time of irrigation, (3) Water saving.  
13  Decentralization culture and democratic culture will prevail.   
16  Participation will spread and democratic culture.  
17  Participation concept will prevail.  
19  More activation for participation.  
20-1  Positive impact: some farmer from other area request project WMIP 
20-2  Negative impact: if we stop the project after the end of 2007.  
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５. Sustainability 
5.1 Does IIS (Irrigation Improvement Sector of the Ministry) have necessary capacity on management and 
operation for continuing water management improvement activities utilizing outcomes of the Project in the 
project area and also other irrigation area in Nile Delta?  
( 7 )  IIS has very good capacity.  
( 11 ) IIS has good capacity.  
( 1 )  IIS does not have enough capacity yet.  
( 1 )  No answer 
 
→（コメント等）  
1  Still need to be well built and trainee 
11  Cooperation with CD IAS and with Irrigation Sector is a must.  
13  Cooperation with CD IAS and with Irrigation Sector is a must. 
16  If action plan already revised by project staff during project period.  
17  Cooperation with CD IAS and with Irrigation Sector is a must. 
 
5.2 Is there mechanism (staff assignment, roles and activities of staff, etc.) for extending the improved methods 
(improved methods for irrigation improvement project (IIP) verified by the Project (WMIP)) and being 
established in the project area? 
( 15 ) Yes, there is a mechanism. 
( 4 )  No, there is not clear mechanism.  
( 1 )  No answer 
 
→（コメント等）  
1   But the good monitoring indicators and following is to the key of the successful mechanism.  
11  Action plan already fixed by Egyptian side to follow up the project.  
13  Action plan already fixed by Egyptian side to follow up the project. 
 
5.3 Is there plan or mechanism for extending the improved methods (improved methods for irrigation 
improvement project (IIP) verified by the Project (WMIP)) in other irrigation improvement project (IIP) areas in 
Nile Delta?  
(10 )  Yes, there is.  
( 7 )  No, there is no plan or mechanism yet.  
( 3 )  No answer 
 
→（コメント等）  
1  Depending on what stated in 4.1 (1).  
11  Egyptian government has to use CPs to disseminate the project in other areas.  
13  Egyptian government has to use CPs to disseminate the project in other areas. 
17  It is not clear to Egyptian side to use CPs to disseminate in other area.  
 
5.4 Do C/Ps have necessary capacity to utilize and extend the improved methods (improved methods for 
irrigation improvement project (IIP) verified by the Project (WMIP))? 
( 8 ) C/Ps have very good capacity. 
( 8 ) C/Ps have good capacity. 
( 3 ) C/Ps does not have enough capacity yet. 
( 1 ) No answer 

173



 

 10

 
→（コメント等） 
1 But conditioned with special training programs.  
 
5.5 Will equipment procured by the project be maintained appropriately after the completion of the project? 
( 5 )  a. Yes, I think so.   
( 11)  b. To some extent.   
( 3 )  c. I don’t think so.  
( 1 )  No answer 
 
→（コメント等）  
1 It recommended to give shirt/long-term maintenance solutions for farms of IIS to be used.  
 
5.6 Are there any factors to affect sustainability of the Project?  Please identify and describe them.  
1 Changing the trained staff, weakness of monitoring to solve problem at time, financial system must be 

through bank to save money for WUAs to guarantee the sustainability. 
2    The allocated budget, training and monitoring &evaluation activities 
3  (1) Monitoring and evaluation sustainable, (2) Sustainable of maintenance, (3) Sustainable of WUA and 

follow up of its effectiveness 
5 It will be extend. 
7-1  Operation and maintenance has to be in good condition. 
7-2  Performance of WUA and BCWUA in an efficient manner.  
10-1  Continuous flow 
10-2  District engineers understanding of the project and of the MWRI policy 
10-3  Dissemination of the project. 
10-4  Clear mechanism for following up.  
11-1  Continuous flow 
11-2  District engineers understanding of the project and of the MWRI policy 
11-3  Dissemination of the project. 
13-1  Continuous flow 
13-2  District engineers understanding of the project and of the MWRI policy 
13-3  Dissemination of the project. 
13-4  Clear mechanism for following up. 
14  Stop of continuous flow.  
15  Continuous flow 
16-1  District engineer understanding of project concept 
16-2  Changing continuous flow to another method.  
17-1  Continuous flow 
17-2  District engineers understanding of the project and of the MWRI policy 
17-3  Dissemination of the project. 
17-4  Clear mechanism for following up. 
18  If application of continuous flow stop.  
19  If application of continuous flow stop. 
20  If the project stop activities of WUA, WUF after finish the project period.  
 
6. Please write your comments on the project, including suggestions or recommendations. 
1-1  Harmonized project insists on both technical and social aspects. 
1-2  Quality of the works is special in that project. 

174



 

 11

1-3  One day presentation to MWRI staff (Decision makers, IS, IIS, CD=IAS). 
1-4  Updating (O/M) manual according to M&E. 
1-5  Please accept my highly appreciation and deep consideration for excellent job presented in this special 

project which will be really mile stone in our plan for Irrigation Improvement and I confirm my 
appreciation for the successful bilateral cooperation between Egypt and Japan.  

2    Continuous monitoring & evaluation program is required to ensure the project sustainability 
3  I recommend to continuing this kind of project in the different sectors of the Ministry specially with 

Irrigation Sector.  
5  To apply the lesson learned from the Project.  
7  I think that the Japanese team was able to transfer their very high technical experience in this project and 

to apply a wider management concept that was very successful in Egypt and I recommend that if is 
possible to keep on transferring this experience in other project.   

10-1 It is highly recommended to use main counterparts in next technical cooperation and in dissemination of the 
project.  

10-2 Next technical cooperation is highly recommended to transfer more techniques related to integrated water 
management and supporting farmers more and more for sustainability of the project and for the 
dissemination in other areas.  

11-1 It is highly recommended to use main counterparts in next technical cooperation and in dissemination of the 
project. 

11-2 Next technical cooperation is highly recommended to transfer more techniques related to integrated water 
management and supporting farmers more and more for sustainability of the project and for the 
dissemination in other areas. 

13-1 It is highly recommended to use main counterparts in next technical cooperation and in dissemination of the 
project. 

13-2 Next technical cooperation is highly recommended to transfer more techniques related to integrated water 
management and supporting farmers more and more for sustainability of the project and for the 
dissemination in other areas. 

14  Dissemination of the project is a must.  
17-1 It is highly recommended to use main counterparts in next technical cooperation and in dissemination of the 

project. 
17-2 Next technical cooperation is highly recommended to transfer more techniques related to integrated water 

management and supporting farmers more and more for sustainability of the project and for the 
dissemination in other areas. 

20  Project use new concepts for improved IIP project and this concept meet with farmer opinions. We 
recommend to disseminating these concepts to other area.  

 
This is the end of questionnaire.  
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MWRI 職員向け質問票回答集計（24 名分） 

（回答数を括弧内に記入し、理由やコメントを表の下に記入した。） 

2. Questionnaire to Ministry of Water Resources and Irrigation  
on the Water Management Improve Project 

 
１．Do you know the improved method of the IIP1 which was developed by WMIP2? 
 回答数 
a. Yes 22 
b. No 0 
  No answer 2 
 
２．Do you think that the improved methods of the IIP by WMIP obtained the common recognition at the 
MWRI? 
a. Yes 24 
b. No 0 
c. N.A 0 
Reason:  
a. Yes • Through workshops and good communication between different sectors of the MWRI 

• The same concept of IIP.  
• To enhance the water management system 
• As the same in IIP 
• Because it is mostly the same concept of IIP project. 
• Improved methods accepted by farmers.  
• New and good 
• IIS and ID’s satisfaction 
• Because of regular meeting of Joint Steering Committee.  
• Because of regular meeting of Joint Steering Committee. 
• Water management of project area managed by WUA at mesqa level.  
• Because it covered improving irrigation system and improving system management by 

introducing PIM.  
• Because of the high consideration of farmer participation with some workshops of project 

concept and outputs for government decision makers.  
• The same applications in IIP projects.  
• Farmers’ satisfy most of farmers participate is activities of the Project.  

b. No  
c. N.A  
 
３．Do you think that the establishment of WUA3 and WUF4 is necessary for the efficient water 
management? 
a. Yes 24 
b. No 0 
c. N.A 0 
Reason:  
a. Yes • As they are water users and beneficiaries who must be responsible for water management. 

This will achieve the decentralization concept and alleviate the great burden lies on the 
MWRI and lets it play a supervision planning and an administrative role. 

• They are the end user of this system.  
• To work with it as one unit 

                                                  
1 Irrigation Improvement Project2 
2 Water Management Improvement Project 
3 Water Users Association 
4 Water Users Federation 

177



2 

• It is very necessary.  
• Because they have to share and take responsibilities 
• Through WUAs/ WUF the ownership, efficient operation and maintenance will effect an 

efficient water management.   
• To organization & careful 
• To improve water use management though improved irrigation scheduling & other 

irrigation practices.  
• WUA at the project area make water distribution plan at mesqa level.  
• Because they are the target groups for improving the system and they should play their 

roles in managing the system.  
• To raise the real water problems and to solve then according to the period and real needs in 

one package not separate.  
• The participation of farmers in strategy of MWRI.  
• Improve water management and fair water distribution at canal level and mesqa level.  

b. No  
c. N.A  
 
４．Do you think that WUA is functioning well at the project site? 
４－１ water management 
a. Yes 22 
b. No 0 
c. N.A 2 
Reason:  
a. Yes • Farmers in the project area are satisfied with the improved methods. Their complains had 

reduced due to good water scheduling and fair water distribution 
• Water Scheduling is going well.  
• To get good water management 
• The problems are to be little.  
• Because no significant problem has been risen and O&M is going on smoothly and water 

scheduling is perfect.   
• WUAs function well but they need more experience.  
• For example, good irrigation scheduling and field practices.  
• All WUA managed water by themselves at project site.   
• From reports --- the behaviors of farmers changed and number of water complaints 

decrees.   
• The problems and complaints between farmers to be little.  
• WUA make water distribution plan of mesqa level.  

b. No  
c. N.A • Sort of because still some problem remaining over the water distribution and collecting its 

fee.  
• I do not know because I do not have an evaluation of WUA performance.  

 
４－２ administration 
a. Yes 22 
b. No 1 
c. N.A 1 
Reason:  
a. Yes • Regular meeting s are held  & problems among farmers are solved 

• Internal regulation solving problems 
• It is good for the start.  
• Good skill, high level of expert 
• Save money 
• Because meetings take place and some have bank account and they have their own 

Internal Regulation which is so strong 
• Because they are now capable to manage their mesqa improvement affairs.  
• For example, good communication and regular meeting and solve problems.  
• WUA collecting operation fee and some mesqa have account but they need more training 
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and monitoring.  
• For WUAs (governed by law) 
• Many farmers save money and some of them keep it in bank.  
• WUA is collecting operation fee – but some of them need more experience ¥s at 

administration.  
b. No • For WUFs (will be O.K. after changing of law 12.  
c. N.A • See above (I do not know because I do not have an evaluation of WUA performance.) 
 
４－３ maintenance of O/M (Operation and Management) of irrigation facilities 
a. Yes 22 
b. No 1 
c. N.A 1 
Reason:  
a. Yes • But there are still some problems due to misuse of pumps by some farmers 

• There is no problems and good cooperation 
• Because they have no other way to irrigate.  
• To get it for ever 
• It is the responsibility of farmer.  
• It is going smoothly with no problems indicated.  
• We can’t say completely Yes or No because they still under test between WUAs/WUF and 

irrigation Department.  
• For example, refine, implement & monitor the mesqa maintenance plan.  
• WUA need more training and support for O&M of irrigation.  
• The result of participation in mesqa level is obvious for O&M/  
• After the farmer receive the mesqa he is responsible to maintain the mesqa.  

b. No • They haven’t any experiences for maintenance and they need some supporting from the 
project after the end of the project period.  

c. N.A • See above (I do not know because I do not have an evaluation of WUA performance.) 
 
 
５．Do you think that WUF is functioning well at the project site? 
５－１ water management 
a. Yes 19 
b. No 3 
c. N.A 2 
Reason:  
a. Yes • But they need some more training to improve their performance and achieve the efficient 

participation in the water management field 
• Good communications with irrigation director 
• Is very important 
• The problems become little and small.  
• Total contribution with Irrigation Sector in operating the system 
• Sub-committees support district engineers for remove illegal pump and solve the problems 

between farmers.  
• The problem and complains between farmers to be little.  

b. No • The main function for WUF is water distribution which is not exist because the canal still 
operating under water demand. 

• It is functioning relatively well because it did not take the authority from ministry to 
participate in water management.  

• Not yet (training is still in need + legal framework is needed) 
c. N.A • WUF don’t prepare water distribution plan until now, but some committee (irrigation and 

agriculture) make awareness for farmers to remove the illegal pumps.  
 
５－２ administration 
a. Yes 17 
b. No 6 
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c. N.A 1 
Reason:  
a. Yes • But they need some more training to improve their performance and achieve the efficient 

participation in the administration field 
• This staff who use this organization 
• Need more training 
• Good communication & regular & solve problems.  

b. No • Its need institutional support.  
• Need more capacity building and training.  
• They need training.  
• Relatively well because it has recently organized and it did not have enough time for 

activating their administrative roles. 
• Not yet (training is still in need + legal framework is needed) 
• They haven’t budget and cannot collect money official according the Egyptian law.  

c. N.A • Need more training to raise their capabilities.  
 
５－３ maintenance of O/M (Operation and Management) of irrigation facilities 
a. Yes 13 
b. No 7 
c. N.A 4 
Reason:  
a. Yes • For ever 
b. No • But they need some more trainings to improve their performance and achieve the efficient 

participation O/M field 
• Its need institutional support. 
• We can’t notice any activity for them.  
• Need more capacity building and training. 
• No budget 
• Because Ministry officials did not allow the WUF for active participation in O&M of 

irrigation facilities.  
• Not yet (training is still in need + legal framework is needed) 
• They haven’t any experiences for maintenance and they need some supporting from the 

project after the end of the project period. 
c. N.A • Need more training 

• Need more training to raise their capabilities.  
• Need more training to raise their capabilities. 

 
５－4 Others 
• The federation should contain member from houses effect with quality and if needed other water users 

according to the real effect of their on the system.   
 
６．Do you feel that the problem of the water distribution in the project site was solved by the improved 
methods of IIP which were developed by WMIP at the project site? 
a. Yes 17 
b. No 3 
c. N.A 4 
Reason:  
a. Yes • Farmers’ conflicts and complaints are reduced due to the fair irrigation water distribution 

among them 
• On the mesqa level only because there isn’t water allocation on canal’s level.  
• Continuous flow.  
• Continuous flow is applied.   

b. No • Its need more effort in monitoring & evaluation.  
• Not clear yet.  
• Off course many problems have been solved but not all.  

c. N.A • Maybe after finish the implementation and farmer receive the mesqa.  

180



5 

• After finish the implementation of the project.  
• I do not know since the system needs to be evaluated after IIP compared to the situation 

before IIP.  
• After finish the implementation of the project. 

 
７．Do you think that the level of farmers’ satisfaction to the irrigation water use was improved by the 
improved methods of IIP which was developed by WMIP at the project site?  
a. Yes 23 
b. No 0 
c. N.A 0 
  No answer 1 
Reason:  
a. Yes • Farmers’ conflicts and complaints are reduced due to the fair irrigation water distribution 

among them 
• The equity of water distribution between front and tail.  
• Because the improved method is easier and cheaper.  
• Good water management system 
• Because there is equity distribution between head and tail.  
• Because water is distributed among head and tail of the mesqa canal.  
• Equity of water distribution between head and tail.  
• Farmers cooperate among them to the irrigation water use.  
• I think so, from the response of farmers in participation approach.  
• Equality distribution between head and tail.  
• Continuous flow is a applied them the farmers got  water timely and fairly.  

b. No  
c. N.A  
 
８．Do you think that the contents of the training conducted by IIS meet the farmers’ satisfaction? 
a. Yes 21 
b. No 1 
c. N.A 1 
  No answer 1 
Reason:  
a. Yes • Farmers’ understanding, awareness and satisfaction about the irrigation improvement 

project has been increased, although there are still some pump problems caused by 
farmers’ pumps misuse 

• Satisfaction of farmers 
• A lot of meeting and hard work with them 
• This training to learn users how to operate and maintain his mesqa.  
• The farmers are performing well after this training.  
• Farmers’ satisfaction 
• Contents of the training meet farmers satisfaction but not enough.   
• This training to learn the farmer how to operate and maintain the system.  
• But they need more special training course for O&M.  

b. No • I don’t think so, since there is still some miss understanding in water management concept 
and administration activities.  

c. N.A • I do not know the contents of training and the evaluation of these training.  
 
９．Do you satisfy with the improved methods of IIP which was developed by WMIP ?  
a. Yes 24 
b. No 0 
c. N.A 0 
Reason:  
a. Yes • They are appropriate, fulfill the farmers’ participation & satisfaction with water 

distribution and led to the increase of the irrigation efficiency 
• Transfer technology and more experience for IIP staff 
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• Most of them the same criteria 
• It leads to increase the productivity and save water.  
• Very good technical experience transferred though this project. 
• Farmers’ managed their irrigation facilities by themselves.  
• Because it met requirement for improving the system.  
• Yes and satisfaction will increase with best training and improvement of farmer activities 

with water management, O&M and administrative practice.  
• Increase the productivity and save water.  
• WMIP introduced how to solve the water according on-farm water distribution.  

b. No  
c. N.A  
 
１０. Do you want to apply the improved methods of IIP which was developed by WMIP, if you will be in 
charge of an irrigation improvement project? 

Yes 13 
  No answer 11 
• Yes at the moment and this will depend upon the final results at the end of the project 
• The correct answer will be after the establishment of M&E report and applying SUMO system to 

compare advantage and disadvantage of every system.  
 
１１．What is the problem of the dissemination of the improved methods of IIP which was developed by 
WMIP to out of project site? （複数回答あり） 
budget 18 
allocation of staff 3 
techniques 10 
others 1 
Reason:  
budget  
allocation of staff • Need more staff 

• Need more staff 
techniques • To promote to integrated water management.  
others • Awareness of system (for both Government and farmers) (The result of 

applying M&E for all systems to get the correct decision before apply any 
specific system) 
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